
№699

第3回リニアと翔る都留ロード
レース大会を開催しました！
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つる市政 Topics

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

第３回リニアと翔
かけ

る都留ロードレース大会を開催しました！

10
㎞　
男
子
一
般
39
歳
以
下

１
位　

宇
津
木　

亮（
神
奈
川
県
）　　

33
分
41
秒

２
位　

戸
塚
和
也（
都
留
市
）　　
　
　

33
分
49
秒

10
㎞　

男
子
40
歳
代

１
位　

安
田
砂
土
志（
埼
玉
県
）　　
　

34
分
５
秒

２
位　

滝
口　

茂（
都
留
市
）　　
　
　

36
分
42
秒

10
㎞　

男
子
50
歳
代

１
位　

平
山
丈
人（
東
京
都
）　　
　
　

38
分
21
秒

20
位　

鈴
木
健
治（
都
留
市
）　　
　
　

44
分
55
秒

10
㎞　
男
子
60
歳
以
上

１
位　

井
上
毅
之（
都
留
市
）　　
　
　

41
分
28
秒

10
㎞　
女
子
一
般
39
歳
以
下

１
位　

笹
原
由
香（
都
留
市
）　　
　
　

42
分
36
秒

10
㎞　

女
子
40
歳
代

１
位　

荻
原
真
紀（
山
梨
市
）　　
　
　

42
分
43
秒

９
位　

城
之
内
理
恵（
都
留
市
）１
時
間
３
分
58
秒

10
㎞　

女
子
50
歳
代

１
位　

阿
久
津
幸
子（
神
奈
川
県
）　　

46
分
21
秒

13
位　

酒
井
明
美（
都
留
市
）　

１
時
間
15
分
30
秒

10
㎞　
女
子
60
歳
以
上

１
位　

長
田
久
美
子（
忍
野
村
）　　
　

58
分
17
秒

５
位　

黒
部
陽
子（
都
留
市
）　

１
時
間
７
分
44
秒

３
㎞　
男
子
小
学
生（
４
年
生
以
上
）

１
位　

大
久
保
仁
稀（
甲
府
市
）　　
　

11
分
21
秒

３
位　

森
田
雄
翔（
都
留
市
）　　
　
　

11
分
43
秒

３
㎞　
男
子
中
学
生

１
位　

望
月
朝
陽（
静
岡
県
）　　
　
　

10
分
６
秒

２
位　

平
井
凛
空（
都
留
市
）　　
　
　

10
分
９
秒

３
㎞　
男
子
一
般

１
位　

望
月
健
太（
甲
府
市
）　　
　
　

９
分
39
秒

８
位　

吉
村
将
洋（
都
留
市
）　　
　
　

11
分
23
秒

３
㎞　
男
子
60
歳
以
上

１
位　

山
本
徳
雄（
静
岡
県
）　　
　
　

12
分
52
秒

４
位　

野
藤　

勉（
都
留
市
）　　
　
　

14
分
13
秒

３
㎞　
女
子
小
学
生（
４
年
生
以
上
）

１
位　

久
保
田　

雅（
静
岡
県
）　　
　

11
分
55
秒

10
位　

倉
内
理
愛（
都
留
市
）　　
　
　

17
分
13
秒

３
㎞　
女
子
中
学
生

１
位　

髙
橋
凛
音（
神
奈
川
県
）　　
　

10
分
43
秒

４
位　

鈴
木
穂
乃
加（
都
留
市
）　　
　

14
分
37
秒

３
㎞　
女
子
一
般

１
位　

藤
島
裕
子（
埼
玉
県
）　　
　
　

12
分
24
秒

３
位　

古
川
汐
里（
都
留
市
）　　
　
　

12
分
57
秒

３
㎞　
女
子
60
歳
以
上

１
位　

井
出
庄
子（
北
杜
市
）　　
　
　

16
分
51
秒

５
位　

齋
藤
美
佐
子（
都
留
市
）　　
　

23
分
44
秒

３
㎞　
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

１
位　

杉
崎
敦
之（
静
岡
県
）　　
　
　

12
分
40
秒

８
位　

桑
原
大
樹（
都
留
市
）　　
　
　

15
分
32
秒

　

11
月
18
日（
日
）、「
第
３
回
リ
ニ
ア
と
翔
る
都

留
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
つ
る
」周
辺
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
て
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
８
５
９
名
の
ラ

ン
ナ
ー
が
、
３
㎞
、
10
㎞
に
分
か
れ
て
、
四
日
市

場
、
古
川
渡
、
川
茂
、
小
形
山
、
田
野
倉
な
ど
を

駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
各
種
目
の
優
勝
者
と
市
内
在
住
の
上

位
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■�出場した選手の皆さんは沿道からの応援を受けて楽しく走れたようです。
　皆さんご協力ありがとうござました！

★
特
別
賞（
激
坂
ス
プ
リ
ッ
ト
賞
）各
種
目
の
優
勝
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

男
子　

一
般
39
歳
以
下　

１
位　

落
合　

啓（
都
留
市
）　　
　

２
分
15
秒

　
　
　

40
歳
代　
　
　
　

１
位　

安
田
砂
土
志（
埼
玉
県
）　　

２
分
18
秒

　
　
　

50
歳
代　
　
　
　

１
位　

杉
崎
和
彦（
神
奈
川
県
）　　

２
分
40
秒

　
　
　

60
歳
以
上　
　
　

１
位　

宮
下
弘
文（
富
士
吉
田
市
）　

３
分
６
秒

女
子　

一
般
39
歳
以
下　

１
位　

伊
藤
夏
花（
都
留
市
）　　
　

３
分
11
秒

　
　
　

40
歳
代　
　
　
　

１
位　

荻
原
真
紀（
山
梨
市
）　　
　

３
分
12
秒

　
　
　

50
歳
代　
　
　
　

１
位　

阿
久
津
幸
子（
神
奈
川
県
）　

３
分
59
秒

　
　
　

60
歳
以
上　
　
　

１
位　

丹
野
愛
子（
静
岡
県
）　　
　

４
分
53
秒
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つる市政 Topics

　セーフコミュニティ対策委員会を開催しました！！
　今月号では、10月25日（木）に開催しましたセーフコミュ
ニティ対策委員会の合同会議の概要をお知らせします。
　この日は、６つの対策委員会の委員ほか総勢100名が一
堂に会し、まず日本セーフコミュニティ推進機構の白石代
表理事からセーフコミュニティの基礎を学び、その後各対
策委員会に分かれての会議を開催しました。
　第１回目の会議ということで、委員さんの表情も最初は
緊張した面持ちでしたが、各対策委員会とも自己紹介から
始め、お互いを知ることに重点を置き、和やかな雰囲気のうちに進めることができました。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 
地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@
city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

日本におけるセーフコミュニティ
取組状況

ＳＣちょこっと豆知識

　都留市が取り組みを始めたセーフコミュニ
ティは、全世界で約400の自治体などが取り
組んでいます。日本では 15自治体が認証を
取得し、都留市を含めた 2自治体が認証取得
に向けて活動中です。

防
災
・
減
災
対
策
委
員
会

委
員　

17
名

事
務
局
５
名

交
通
安
全
対
策
委
員
会

委
員　

13
名

事
務
局
６
名

防
犯
対
策
委
員
会委

員　

12
名

事
務
局
８
名

高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員
会

委
員　

11
名

事
務
局
６
名

親
と
子
の
安
全
対
策
委
員
会

委
員　

15
名

事
務
局
９
名

心
の
健
康
対
策
委
員
会

委
員　

11
名

事
務
局
６
名
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10
月
30
日（
火
）、
市
役
所
大
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
事
業
評
価
・
提
案
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」に
関
連
す

る
事
業
を
中
心
に
、
有
識
者
及
び
市
民
で
構

成
す
る
評
価
者
と
本
市
職
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
交
え
て
議
論
を
重
ね
、
よ
り
効

率
的
・
合
理
的
に
事
業
の
実
施
が
で
き
る
よ

う
、
市
の
取
組
に
対
す
る
評
価
や
提
案
な
ど

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の「
事
業
評
価
・
提
案
会
」

の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を

市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
ひ
と
集
い　

学
び
あ
ふ
れ
る　

生
涯
き
ら

め
き
の
ま
ち　

つ
る
」の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

■各テーマのまとめのみ掲載しています。
これらの他にも多くの意見、提案をいただきま
した。詳細につきましては市ホームページに掲
載しておりますので、ぜひご覧ください。

平成30年度
　　　「事業評価・提案会」を
　　　　　　　　　　実施しました！

○評価・提案会協議結果
　評価者の皆さまから、それぞれの経験や視点からいろいろな角度で、多数の意見・提言をいただきましたので、
その一部をご紹介します。

防災行政無線管理事業
　・�「防災」や「お知らせ」などの種類によってチャイムの

種類を変えるなど、情報内容がわかるようにすべき。

　・�企業の BCP に絡めて、企業へ受信機を貸与し情報交

換をするなど、官民で連携を検討すべき。

　・�情報の信頼性確保の観点から、情報が流れない間に

流布するデマ情報などへの対応も必要。

消費生活相談事業　
　・�実際に被害にあった相談を受けた場合、被害原因な

どをきちんと分析して対応を検討していくべき。

　・�振り込み詐欺やお金の貸し借りなど、学校の授業では

取り上げることが多くないので、学校での実践的な

教育に取り入れ、子ども達に教えていくことも必要。

　・�スタッフの増員が困難であれば、過去の相談内容を可

能な限りマニュアル化し、民生委員などの協力を検討。

認知症総合支援事業
　・�健康寿命の延伸はとても重要であり、「やりがい」や

「居場所」など、シニアが輝ける場を今後も作るべき。

　・�介護は家族の負担がとても大きいため、日常的に頼

れる人がいる環境はとても重要。

　・�早期発見のためには、受診率の向上が不可欠なので、

ＣＡＴＶや各種イベントなどで周知活動を強化するべき。

狭隘道路整備事業
　・�事業自体を知らない市民が多いと思われる。知らなけ

れば寄附することもできないのでさらなる周知が必要。

　・�寄附を受けた場合には、反対側の地権者に寄付を呼

び掛けるべき。

　・�地権者の理解が必要な事業ではあるが、優先して取り組

む箇所については、熱量をかけていくことも必要では。

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
　・�発生してしまった事故に対しての原因の分析を行う

ことは重要。

　・�スクールガードなどからヒヤリハット事例などの情

報を収集し、事故を未然に防ぐ仕組みづくりが必要。

　・�人口減少によりスクールガードの担い手も減少すると

思われるので、防犯カメラなどによる対策の検討も必要。
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評
価
・
提
案
会
に
参
加
し
た
感
想

鈴
木　

健
大
さ
ん

（
都
留
文
科
大
学
教
養
学
部

　
　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
学
科 

准
教
授
）

　

山
梨
県
笛
吹
市（
旧
石
和
町
）生
ま
れ
。
慶

應
義
塾
大
学
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
に
て
博
士（
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
）を

取
得
。
平
成
30
年
４
月
に
公
立
大
学
法
人
都

留
文
科
大
学
教
養
学
部
地
域
社
会
学
科
准
教

授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
旧
社
会
学
科
を
編
成
し
て
誕
生

し
た
地
域
社
会
学
科
は
、
国
際
系
の
分
野
を

強
化
す
る
と
と
も
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
多
く
取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
地
方
自

治
や
地
域
再
生
と
い
っ
た
講
義
を
担
当
さ

れ
、
今
夏
は
、
豪
雨
被
害
の
あ
っ
た
岡
山
県

倉
敷
市
真
備
町
へ
学
生
を
引
率
し
、
一
週
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
ね
ま
し
た
。
都
留
市
で

も
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
を
立
ち
上
げ
、
実
践
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
教
育
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介

北
村　

卓
士
さ
ん

（
山
梨
中
央
銀
行
都
留
支
店
　
支
店
長
）

　

仕
事
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
の
意
見
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
自
分
も
普
段
か
ら
心
が
け
て
い

る
。
本
日
の
提
案
が
市
政
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
評

　

10
月
24
日
の
首
相
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る

地
方
創
生
の
件
の
中
で
、
島
根
県
雲
南
市
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
若
者
世
代
の

起
業
支
援
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
、
行
政
と
市
民
が
近
い
距
離
で
共
に
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
人
口
減
少
が
進
み
、
税
収
の
減
少
も
見
込

ま
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
市
民
が
税
を
納
め

そ
の
対
価
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
と
行
政
の
関
係

か
ら
脱
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
日

は
、
評
価
人
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
の
真
摯
な

や
り
と
り
か
ら
、
共
に
こ
れ
か
ら
の
都
留
市
を

作
っ
て
い
く
そ
の
端
緒
を
見
た
思
い
が
し
ま

す
。

　

最
近
、
私
は
大
学
の
授
業
の
中
で「civic 

pride

（
市
民
の
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り
）」と
い

う
言
葉
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「civic pride

」

を
生
む
た
め
に
は
、
課
題
も
含
め
て
自
分
の
町

の
こ
と
を
よ
く
知
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
そ
の

第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
評
価
人
か
ら

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
市
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」、「
職
員
の
緻
密
な
仕
事
ぶ
り
が

わ
か
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「civic pride

」を
生
み
育
て
、
こ
れ
か
ら
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
次
代
の
都
留
市

を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

飯
嶋　

清
二
さ
ん

（
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
　
事
務
局
次
長
）

　

普
段
何
気
な
く
生
活
し
て
い
る
が
、
我
々
の

暮
ら
し
に
係
る
市
政
が
、
緻
密
に
計
画
さ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
本
日
の

評
価
・
提
案
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
含

む「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」に
是
非
活
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

天
野　

さ
や
か
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
都
留
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
）

　

評
価
人
と
し
て
参
加
し
た
が
大
変
勉
強
に

な
っ
た
の
で
、
所
属
し
て
い
る
青
年
会
議
所
の

事
業
に
も
活
か
し
、
市
と
連
携
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
。
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
を
、
で
き
る

こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
実
施
し
て
い
き
た
い
。

加
藤　

裕
一
さ
ん （
市
民
評
価
人
）

　

事
業
担
当
者
か
ら
直
接
事
業
の
詳
細
な
説
明

を
受
け
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
は
違
う
視
点
で

市
の
事
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
自

身
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

別
所　

忠
夫
さ
ん（
市
民
評
価
人
）

　

今
回
参
加
し
て
、
市
の
事
業
を
実
施
す
る
の

も
大
変
だ
と
感
じ
た
。
予
算
額
の
大
き
い
小
さ

い
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
の
成
果
を
追
及
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
事
業
の
成
功
に
つ
い
て
は
、
責

任
者
・
担
当
者
の
や
る
気
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

が
往
々
に
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

庭
山　

恵
梨
さ
ん

（
市
民
評
価
人

　
　
都
留
文
科
大
学
初
等
教
育
学
科
四
年
生
）

　

本
日
の
事
業
評
価
・
提
案
会
は
本
当
に
勉
強

に
な
っ
た
。
市
の
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

学
生
や
、
市
町
村
に
就
職
し
た
い
学
生
も
多
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
も
っ
と
学
生
に
も
参
加
し

や
す
い
よ
う
な
事
業
評
価
・
提
案
会
に
な
る
と

良
い
と
思
う
。
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産業技術短期大学校、都留文科大学、都留市
「つる産業まつり 2018」にブースを出展しました！

　10月28日（日）、谷村第一小学校グラウンドで行われた「つる産業まつり 2018」に産業技術短期大学校のほか、都
留市（健康子育て課、市民課）と大学コンソーシアムつる事務局が出展しました。

大学コンソーシアムつる活動報告
問合先
　大学コンソーシアムつる 事務局　市役所 企画課内

産業まつり楽しかったなぁ♪ほかにも各校で面白そうなイベントが
やってるみたいだね、今度行ってみよう！！

産業技術短期大学校
　産業技術短期大学校では、「ワクドキちゃれんじ・工作体験」のブースを
出展しました。「ロボットストラップ」は小学生はもちろん、大人にも大好
評。「ファイバーイルミネーション」は女子に大人気でした。１５０名を
越える参加者がワクドキちゃれんじ！工作を楽しんでくれました。学生
も “ 先生 ” としてワクドキちゃれんじ！やさしさあふれるお兄さん先生達
のおかげで終了時間まで参加者が絶えませんでした。今後もたくさんの方
に、ものづくりの楽しさをお届けしたいと考えています。

都留市
　都留市（健康子育て課、市民課）では健康ブースを出展しました。参加者
には普段食べている食事１食分を食品サンプルから選んでもらい、バラン
スの良い食事かどうか★５つの判定でチェックしました。当日は約２００
名が参加して、カロリーや塩分量や栄養素が一目でわかり、「野菜を 1品
追加しよう」「量を減らす」などの健康への意識づけになっていました。食
品サンプルを本物と思い来る方もいらっしゃり、参加者も楽しみながら料
理を選んでいました。

大学コンソーシアムつる事務局
　大学コンソーシアムつる事務局では、「プラバンで手作りオリジナルス
トラップ」ブースを出展しました。当日は１００名を超える参加者が思い
思いのオリジナルストラップ作りに取り組みました。コンつるくんとツル
シアちゃんの見本をなぞって描く方や、力作のオリジナルイラストを描く
方もいらっしゃいました。プラバンをトースターで温めると縮んでいく様
子に興味津々の子どもたちの姿が印象的でした。

イベント情報
都留文科大学
第２回市民公開講座「暮らしのとなりにある水」

 －東桂地区用水路の夏と冬－
　東桂地区には「十日市場・夏狩湧水群」があり、それら
の湧水と桂川から取り入れた河川水が用水となって集落
内を豊かに流れています。用水路には魚が泳ぐ姿も見
え、周辺の景観と共に里山の風景を作り出しています。
今回は東桂地区の用水について、2016年12月と 2017
年８月に採水した水の水質分析結果についてお話しま
す。私たちの生活と水との関係について、一緒に考えて
みませんか？
日　時　12月19日（水）18時15分～ 19時45分
場　所　地域交流研究センター交流スペース
費　用　無料　定　員　15人　事前申込　必要
講　師　内山　美恵子　博士（理学）

所　属　都留文科大学 学校教育学科 教授
専門分野　水文地質学
問合先　地域交流研究センター事務局
　　　　☎（43）4341（内606）

産業技術短期大学校
能力開発セミナー（都留キャンパス開講分）
２月開講講座
　・ホームページ開設（基礎編）
３月開講講座
　・ホームページ開設（応用編）
　・３次元ＣＡＤによる機械設計の基礎
問合先　産業技術短期大学校☎（43）8911
　　　　URL　http://www.yitjc.ac.jp
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つる市政 Topics

サービス付き高齢者向け住宅（下谷）の改修工事が始まります！
　

本
市
で
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
き

ら
め
く
人
生
を
送
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・

つ
る
』事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
民
間
の

運
営
事
業
者
が
旧
雇
用
促
進
住
宅
下
谷

宿
舎(

つ
る
５
丁
目)

を
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
改
修
し
て
運
営

す
る「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

来
年
夏
の
完
成
に
向
け
た
改
修
工
事

が
、
い
よ
い
よ
12
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
や
お
近
く
を

通
行
さ
れ
る
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　

平
成
30
年
12
月
～

平
成
31
年
夏（
予
定
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
問
合
先

　

企
画
課 

つ
る
創
生
推
進
室

入
居
及
び
工
事
内
容
に
関
す
る
問
合
先

　

㈱
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

☎
０
１
２
０（
７
１
１
）２
２
７

エコハウスサロンで「サービス付き高齢者向け住宅」の説明会を開催します！
　

市
役
所
と
な
り
の「
都
留
市
移
住
・

定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
ハ
ウ
ス

内
）」
で
は
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き

る
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら「
生
涯
活
躍

の
ま
ち
・
つ
る
」に
つ
い
て
気
軽
に
語

り
合
う「
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ロ
ン
」を
こ
れ

ま
で
月
に
１
度
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
残
り
４
回
の
エ
コ
ハ
ウ
ス

サ
ロ
ン
で
は
、
市
が
単
独
型
居
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
い
る
、
旧
雇

用
促
進
住
宅
下
谷
宿
舎
を
全
面
改
修
し

た「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

が
来
年
夏
に
完
成
す
る
こ
と
を
う
け
て

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
21
日（
金
）、
１
月
23
日

（
水
）、
２
月
18
日（
月
）、
３
月
19
日（
火
）

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

※
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
つ
く
日
程
で
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
い
ー
ば
し
ょ
」

で
説
明
を
受
け
ら
れ
た
方
は
同
じ
内
容

と
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

場　

所　

移
住
・
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
都
留
市
上
谷
１
―
２
―
３
）

参
加
費　

無
料

募
集
定
員　

各
回
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先

移
住
・
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
56
）７
５
１
１

11 月から新たに活動している地域おこし協力隊を紹介します！

小お
が
わ川　

悟
さ
と
る

（
移
住
交
流
促
進　

都
留
市
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業　

企
画
課
所
属
）

　

11
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
埼
玉
県
坂
戸
市
か
ら
移
住
し
て
参

り
ま
し
た
小
川
悟
で
す
。

　

私
が
都
留
市
に
来
て
ま
ず
感
動
し
た

の
は
、
圧
倒
的
な
自
然
の
豊
か
さ
で
し

た
。
私
は
自
然
が
好
き
で
、
日
本
中
を

旅
し
て
ま
わ
る
の
が
趣
味
で
す
が
、
眺

め
る
富
士
山
の
大
き
さ
や
、
都
留
市

二
十
一
秀
峰
の
雄
大
な
景
色
、
豊
富
な

湧
き
水
が
流
れ
落
ち
る
太
郎
・
次
郎
滝

の
迫
力
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で『
八
朔
祭
』
を
代
表
と

す
る
城
下
町
の
文
化
を
大
切
に
守
り
、

『
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
』や『
生

涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
』と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

く
都
留
市
を
、
私
は
大
変
魅
力
的
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
10
月
ま
で
、
埼
玉
県
の
カ
ー

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
新
車
の
営
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
日
々
、
様
々
な
方
々
と
接
す

る
中
で
私
が
一
番
心
が
け
て
い
た
こ
と

は
、
常
に
お
客
さ
ま
の
気
持
ち
を
考

え
、
本
当
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は「
深

く
聞
く
」
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

考
え
方
、
価
値
観
は
人
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
お
客
様

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
丁
寧
な

仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
仕
事
は
、
都
留
市
が
力
を
注
ぐ

『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
』構
想
に
お

け
る
移
住
交
流
促
進
事
業
で
す
。
年

齢
、
性
別
、
職
業
に
関
係
な
く
、
移
住

を
希
望
さ
れ
る
全
て
の
人
が
、
イ
キ
イ

キ
と
幸
せ
に
暮
ら
す
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
私

が
都
留
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
び
、
そ

し
て
、
広
く
お
伝

え
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
精

一
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
私
を
見
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
声
が
け
下

さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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つる市政 Topics

市内７郵便局と包括連携協定を締結しました！
　

10
月
25
日（
木
）、
市
と
市
内
郵
便
局
の
７
局（
都

留
、
都
留
中
央
二
、
禾
生
、
東
桂
、
宝
、
都
留
朝
日
、

都
留
上
谷
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
・
物
的

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、
市
の
地
方
創
生
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
８
つ
の
項
目
を
連
携

事
項
と
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

８
つ
の
連
携
事
項

①�

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
に
関
す
る
こ
と

②�

未
来
を
担
う
子
供
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と

③�

都
留
市
の
魅
力
の
発
信
に
関
す
る
こ
と

④�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

⑤
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と

⑥
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
こ
と

⑦�「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
」及
び「
セ
ー
フ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑧�

そ
の
他
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
地
域
の
活

性
化
に
関
す
る
こ
と

　

11
月
17
日（
土
）に
、
昨
年
に
引
き
続
き「
空
き
家

の
な
ん
で
も
相
談
会
」を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る

介
護
施
設
の
利
用
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
空
き
家
の

問
題
が
表
面
化
し
、
近
隣
に
あ
る
空
き
家
の
苦
情
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
空
き
家
を
所
有
し

て
い
る
方
か
ら
は
、
空
き
家
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
空
き
家
を
所
有
す
る
方
々
の
相
続

問
題
や
管
理
、
売
却
、
賃
貸
、
解
体
な
ど
の
相
談
に
、

専
門
家（
司
法
書
士
、
建
築
士
、
宅
建
士
、
家
屋
調

査
士
、
市
職
員
）が
多
方
面
か
ら
お
答
え
し
、
参
加

者
か
ら
は
、「
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
売
却
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」「
次
回
も
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
」「
悩
ん
で
い
た
の
で
相
談
で
き
て
安
心
し

た
」と
、
空
き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
た
前
向
き
な

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
相
談
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
で
も
、

空
き
家
に
関
す
る
悩
み
事
は
地
域
環
境
課
で
お
伺
い

し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

空き家のなんでも相談会を実施しました！

■�「
下
に
い
ろ
」と
い
う
掛
け
声
と
共
に
、

練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
財
源
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の

助
成
事
業
を
活
用
し
、
下
町
屋
台
と
神
楽
堂
の
修
繕
を
行
い

ま
し
た
。

　

下
町
自
治
会
で
は
、
地
域
行
事
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
下
町
屋
台
を
修
繕
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
野
神
楽
保
存
会
で
は
、
伝
統

芸
能
の
継
承
及
び
三
世
代
交
流
の
活
性
化

の
た
め
、
神
楽
堂
を
修
繕
し
ま
し
た
。

宝くじの助成金を地域伝統活動に役立てました！

■�

人
目
の
つ
か
な
い
場
所
に
た
く
さ
ん
の

ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■神楽堂 ■下町屋台
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10
月
28
日（
日
）、
谷
村
第
一
小
学
校

を
中
心
と
し
て
、
つ
る
産
業
ま
つ
り

２
０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
谷
村
第
一
小
学
校
で

は
、
約
50
の
飲
食
や
繊
維
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
物
産
販
売
の
テ
ン
ト
が
出
店
し
、
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
京
都
か
ら
江
戸
に
宇
治
茶

を
届
け
る
江
戸
時
代
の
様
子
を
再
現
す
る

『
お
茶
壺
道
中
行
列
』も
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
毘
羅
神
社
で
儀
式
を
行
っ
た
後
、
同
所

を
出
発
し
、
高
尾
町
通
り
を
行
進
し
た
後
、

谷
村
第
一
小
学
校
に
到
着
し
ま
し
た
。
沿

道
に
は
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
り
、
厳
粛

な
時
代
絵
巻
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

地域清掃活動「５Ｓプロジェクト」を実施しました！
　

11
月
10
日（
土
）、
都
留
市
環
境
保
全
市

民
会
議
主
催
の「
５
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
し
ま
し
た
。

※「
５
Ｓ
」と
は
、
①
整
理
②
整
頓
③
清
潔

④
清
掃
⑤
し
つ
け
の
頭
文
字
か
ら
な
り
ま

す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
誰
も
が
地
域
の

一
員
で
あ
る
意
識
づ
く
り
」を
目
的
と
し
、

楽
山
自
治
会
の
方
、
大
学
生
、
各
地
区
の

美
化
指
導
員
を
中
心
に
約
１
０
０
名
の
方

が
都
留
文
科
大
学
の
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
回
り
つ
つ
、
ゴ
ミ
の
捨
て
方
を
再
確

認
し
て
、
地
域
の
ゴ
ミ
問
題
に
対
し
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
様
々
な
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
地
域
環
境
課
へ

ご
提
案
く
だ
さ
い
！

つる産業まつり 2018・お茶壺道中が開催されました！

■�「
下
に
い
ろ
」と
い
う
掛
け
声
と
共
に
、

練
り
歩
き
ま
し
た
。

■
採
茶
師
は
織
田
宗
覺
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

■�

会
場
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
も
出
店
し

ま
し
た
。
非
常
に
活
況
で
、
多
く
の
方
が

秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

■�

人
目
の
つ
か
な
い
場
所
に
た
く
さ
ん
の

ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■�

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
、
夜
の
う
ち
に

出
さ
れ
る
な
ど
、
正
し
く
ゴ
ミ
捨
て
が

さ
れ
て
い
な
い
と
、
猫
や
カ
ラ
ス
が
荒

ら
し
、
ご
み
が
散
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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平成30 年度青少年健全育成
「作文、標語」入選作品表彰

青
少
年
健
全
育
成
作
文
の
部

■
小
学
校
５
年
生
の
部（
応
募
数
１
１
２
点
）

市
長
賞「
私
の
大
事
な
家
族
」　　

宝　

小　

橋
中
花
歩

議
長
賞「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝　

小　

佐
藤
実
紅

教
育
長
賞「
同
じ
地
球
で
生
き
て
い
る
の
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禾
一
小　

小
林
愛
佳

市
民
会
議
会
長
賞「
元
気
が
一
番
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禾
一
小　

上
野　

倫

■
小
学
校
６
年
生
の
部（
応
募
数
59
点
）

市
長
賞「
心
を
支
え
る
も
の
」　　

禾
一
小　

前
田
美
月

議
長
賞「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禾
一
小　

森
田
あ
や

教
育
長
賞「
み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
小　

小
俣　

柚

市
民
会
議
会
長
賞「
私
の
新
し
い
家
族
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝　

小　

小
林
心
結

■
中
学
校
１
年
生
の
部（
応
募
数
１
１
８
点
）

市
長
賞「
視
覚
障
害
体
験
会
に
行
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
一
中　

川
島
初
音

議
長
賞「
今
思
う
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

飯
山
瑳
映

教
育
長
賞「
将
来
の
夢
」　　
　
　

都
一
中　

中
川
晴
香

市
民
会
議
会
長
賞「
私
の
日
常
」　

東
桂
中　

越
石
萌
絵
果

■
中
学
校
２
年
生
の
部（
応
募
数
１
３
６
点
）

市
長
賞「
今
で
き
る
こ
と
を
」　　

東
桂
中　

舟
久
保
朱
音

議
長
賞「
わ
た
し
の
大
好
き
な
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

小
林　

珠

教
育
長
賞「
今
私
が
で
き
る
温
暖
化
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
一
中　

渡
邊
咲
桜

市
民
会
議
会
長
賞「
私
の
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

下
村
ひ
か
り

青
少
年
健
全
育
成
標
語
の
部

■
小
学
生
の
部（
応
募
数
２
９
０
点
）

最
優
秀
賞

　
「
す
ご
そ
う
よ　

か
ぞ
く
の
時
間　

笑
顔
の
わ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
小　

５
年　

土
方
美
緒

優
秀
賞「
悩
ん
だ
ら　

友
の
手
親
の
手　

恩
師
の
手
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

６
年　

佐
藤
蒼
和

優
秀
賞「
毎
日
の　

努
力
の
先
に　

金
メ
ダ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

６
年　

山
本
健
人

優
秀
賞「『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
』　

そ
の
一
言
で　

す
く
わ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禾
二
小　

５
年　

本
島
愛
実

■
中
学
生
の
部（
応
募
数
９
６
０
点
）

最
優
秀
賞「
安
心
す
る　

た
だ
い
ま
お
か
え
り　

家
族
の
声
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

２
年　

中
野
愛
子

優
秀
賞「
お
か
え
り
と　

迎
え
る
声
が　

あ
た
た
か
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
一
中　

１
年　

佐
藤
ゆ
ず
き

優
秀
賞「
イ
ジ
メ
は
ね　

見
過
ご
す
あ
な
た
も　

共
犯
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
二
中　

２
年　

谷
内
奏
太

優
秀
賞「
傷
つ
く
よ　

言
っ
て
も
い
い
の
？　

そ
の
言
葉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
一
中　

１
年　

尾
曲
柊
祈

■
高
校
生
の
部（
応
募
数
２
８
０
点
）

最
優
秀
賞「
悪
い
こ
と　

し
な
い
さ
せ
な
い　

見
の
が
さ
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
興
譲
館　

２
年　

野
澤
太
一

優
秀
賞「
い
つ
ま
で
も　

感
謝
の
気
持
ち　

大
切
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
興
譲
館　

２
年　

山
口
紗
和

優
秀
賞「『
そ
れ
は
ダ
メ
』　

言
え
る
勇
気
の　

大
切
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
興
譲
館　

２
年　

志
村
穂
香

優
秀
賞「
見
逃
す
な　

助
け
を
求
め
る　

小
さ
な
芽
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
興
譲
館　

２
年　

荻
窪
桃
花

　青少年健全育成作文及び標語を募集したところ、たくさんの応募が
ありました。
　厳正な審査の結果、次の方々が入選し、11月16日（金）に開催された、
『青少年健全育成推進大会』において表彰されました。　（敬省略）

■
一
般
の
部（
応
募
数
28
点
）

最
優
秀
賞「
迷
う
子
に　

そ
っ
と
差
し
出
す　

や
さ
し
い
手
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
こ
と
江

優
秀
賞「
子
の
居
場
所　

つ
く
ろ
う
我
が
家　

我
が
街
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
信
子

優
秀
賞「
守
り
た
い　

そ
の
笑
顔
と　

そ
の
命
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
あ
づ
さ

優
秀
賞「
失
敗
の　

お
か
げ
で
学
ぶ　

今
日
の
日
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村
定
子
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交通安全啓発標語コンクールの表彰が行われました！

　

都
留
市
交
通
安
全
連
合
会
主
催
に
よ
る
交
通

安
全
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
市
内
小
中
学
校
か
ら
の
応
募
作
品

１
、６
７
０
点（
低
学
年
、
高
学
年
、
中
学
校
）

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
15
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
省
略
）

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
譲
り
合
い　

心
の
ゆ
と
り
で　

事
故
防
止
」

　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

３
年　

飯
嶋
花
音　

優
秀
賞

「
慣
れ
た
道　

そ
の
気
の
ゆ
る
み　

事
故
の
も
と
」

　
　
　
　
　
　

都
二
中　

２
年　

赤
間
心
音　

優
秀
賞

「
無
事
帰
宅　

家
族
の
願
い
は　

た
だ
一
つ
」

　
　
　
　
　
　

東
桂
中　

３
年　

髙
部
優
花

小
学
校　

高
学
年
の
部　

最
優
秀
賞

「
小
さ
な
手　

あ
げ
て
守
ろ
う　

大
き
な
命
」

　
　
　
　
　
　

谷
二
小　

６
年　

白
井
ひ
よ
り

優
秀
賞

「
止
ま
ろ
う
よ　

き
み
の
こ
こ
ろ
に

　

あ
か
し
ん
ご
う
」

　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

６
年　

小
林　

輝

優
秀
賞

「
自
分
の
命　

ル
ー
ル
を
守
っ
て　

た
い
せ
つ
に
」

　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

４
年　

宮
澤　

舞

　

小
学
校　

低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

「
は
ん
し
ゃ
ざ
い　

よ
み
ち
に
光
る　

大
き
な
ホ
タ
ル
」

　
　
　
　
　
　

谷
二
小　

２
年　

志
村　

茉
優

優
秀
賞

「
あ
と
い
っ
ぽ　

さ
が
っ
て
ま
と
う

　

お
う
だ
ん
ほ
ど
う
」

　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

２
年　

中
村
真
那
斗

優
秀
賞

「
む
り
を
せ
ず　

じ
か
ん
に
よ
ゆ
う

　

こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
」

　
　
　
　
　
　

附
属
小　

１
年　

山
本　

瑠
花

入　

選

「
つ
な
ご
う
よ　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で　

命
の
輪
」

　
　
　
　
　
　

東
桂
小　

５
年　

森
嶋
真
友
花

「
あ
ぶ
な
い
ぞ　

き
け
ん
は
い
つ
も　き

み
の
そ
ば
」

　
　
　
　
　
　

宝　

小　

４
年　

前
田　

佳
凛

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

頭
を
守
る　

き
ゅ
う
せ
い
し
ゅ
」

　
　
　
　
　
　

禾
一
小　

５
年　

上
野　

倫　

「
も
う
い
ち
ど　

し
ょ
し
ん
に
も
ど
っ
て

　

あ
ん
ぜ
ん
う
ん
て
ん
」

　
　
　
　
　
　

禾
二
小　

１
年　

葛
原　

昊
明

「
安
全
を　

地
域
で
守
ろ
う　

一
つ
の
命
」

　
　
　
　
　
　

旭　

小　

５
年　

杉
本　

羚

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

か
ぶ
る
の
一
瞬　

後
悔
一
生
」

　
　
　
　
　
　

都
一
中　

一
年　

杉
本　

瑛
哉

　

　

最
優
秀
賞
の
作
品
３
点
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ぼ
り
旗
と
し
て
市
内
各
所
に
掲

出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
敷
地
内
の
交
通
安

全
シ
ン
ボ
ル
塔
に
来
年
９
月
頃
掲
出
予

定
で
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
る
現
在
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め

る
た
め
に
は
ご
家
庭
で
の
話
し
合
い
の

場
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
の
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
皆
さ
ん
も
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

■中学校の部　　　　　
東桂中　３年　飯嶋花音さん

■小学校高学年の部　　　
谷二小　６年　白井ひよりさん

■小学校低学年の部　　
谷二小　２年　志村茉優さん

各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
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◎
都
留
市
文
化
祭
受
賞
者

文
化
功
労
者
表
彰

【
舞
　
踊
】　　

佐
藤
よ
し
子

【
合
　
唱
】　
　
澤
田
請
子

【
俳
　
句
】　　

前
田
智
子

【
詩
　
吟
】　　

藤
江
孝
子

文
化
祭
テ
ー
マ
入
賞
者

最
優
秀
賞　
　

亀
田　

高

◎
一
般
の
部

文
化
祭
賞

【
俳
　
句
】　　

志
村
芳
春

【
短
　
歌
】　
　
渡
邉
信
子

【
絵
手
紙
】　
　
村
上
叶
江

【
趣
味
の
会
】　

相
澤
節
子

優
秀
賞

【
俳
　
句
】　
　
新
田
宏
子

　
　
　
　
　
　

渡
邉
信
子

　
　
　
　
　
　

谷
内
京
子

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
湧
渓

【
短
　
歌
】　　

志
村
芳
子

　
　
　
　
　
　

高
橋
緋
沙
絵

　
　
　
　
　
　

竹
本
克
範

　
　
　
　
　
　

竹
本
た
か
子

　
　
　
　
　
　

中
村
み
や
子

◎
小
学
生
の
部

【
詩
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

東
桂
小　

３
年　

星
野　

倖

優
秀
賞

谷
一
小　

６
年　

岡
本
知
桜

谷
二
小　

４
年　

有
賀
桃
花

　
　
　
　

４
年　

志
村
優
衣

　
　
　
　

４
年　

布
施
乙
愛

東
桂
小　

４
年　

山
中
慶
太

宝　

小　

２
年　

米
山
聞
七
朗

　
　
　
　

４
年　

米
山
暁
吾
朗

禾
一
小　

６
年　

蔦
木
瑚
那

禾
二
小　

４
年　

島
崎　

善

【
俳
句
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

禾
一
小　

６
年　

前
田
美
月　

優
秀
賞

谷
一
小　

４
年　

相
馬
碧
斗

　
　
　
　

５
年　

宮
崎
康
平

　
　
　
　

５
年　

渡
邉
愛
梨

谷
二
小　

５
年　

谷
内
湖
羽

　
　
　
　

５
年　

松
下
真
由
華

　
　
　
　

６
年　

熊
谷
凌
太

附
属
小　

４
年　

小
林
李
胡

　
　
　
　

４
年　

有
川
笑
里

　
　
　
　

５
年　

尾
曲
春
紅

東
桂
小　

４
年　

平
井
優
楽

　
　
　
　

５
年　

長
田
愛
梨

　
　
　
　

５
年　

小
笠
原
水
希

　
　
　
　

５
年　

北
出
風
花

宝　

小　

６
年　

滝
口
こ
こ
ろ

　
　
　
　

６
年　

渡
邉
結
衣

禾
一
小　

５
年　

柴
田
華
歩

禾
二
小　

４
年　

卯
月
姫
名

　
　
　
　

５
年　

本
庄　

然

旭　

小　

４
年　

小
俣
海
智

　
　
　
　

６
年　

日
向
麻
菜
華

【
短
歌
　
入
賞
者
】　　
　

文
化
祭
賞

谷
一
小　

６
年　

岡
本
知
桜

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

５
年　

中
込
怜
巳

谷
二
小　

５
年　

志
村
友
梨

　
　
　
　

６
年　

森
嶋
友
介

　
　
　
　

６
年　

渡
辺　

楓

　
　
　
　

６
年　

熊
谷
凌
太

附
属
小　

４
年　

小
俣
理
央

東
桂
小　

６
年　

平
井　

樹

禾
一
小　

１
年　

渡
邊
純
之
介

禾
二
小　

６
年　

並
木
心
愛

【
書
道
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

谷
一
小　

４
年　

飯
山
優
莉

優
秀
賞

谷
一
小　

６
年　

飯
山
愛
華

谷
二
小　

２
年　

志
村
茉
優

　
　
　
　

６
年　

小
山
田
飛
亜

　
　
　
　

６
年　

白
井
ひ
よ
り

東
桂
小　

１
年　

関
戸
蒼
空

禾
一
小　

２
年　

近
藤
梨
乃

　
　
　
　

２
年　

中
村
謙
心

　
　
　
　

３
年　

小
林
乃
笑

　
　
　
　

５
年　

近
藤
由
來

　
　
　
　

５
年　

増
井
蘭
七

　
　
　
　

５
年　

渡
邊
美
瑚
乃

旭　

小　

４
年　

日
向
美
樹
晴

　
　
　
　

◎
中
学
生
の
部

【
詩
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

１
年　

長
田
大
空

優
秀
賞

都
二
中　

１
年　

杉
本
大
晟

　
　
　
　

１
年　

岩
佐
美
里

　
　
　
　

１
年　

橋
本
茉
奈
実

　
　
　
　

１
年　

林
ば
ん
り

東
桂
中　

１
年　

小
俣
か
の

　
　
　
　

１
年　

加
賀
美
咲
衣

　
　
　
　

１
年　

萱
沼
瑠
南

　
　
　
　

１
年　

杉
田
望
空

　
　
　
　

１
年　

米
澤
美
写

【
俳
句
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

東
桂
中　

３
年　

飯
嶋
花
音

優
秀
賞

都
二
中　

３
年　

小
林　

凛

　
　
　
　

３
年　

菅
谷
香
歩

　
　
　
　

３
年　

森
嶋
友
香

　
　
　
　

３
年　

竹
之
内
愛
望

　
　
　
　

３
年　

清
水
直
穂

　
　
　
　

３
年　

谷
内
亮
太

　
　
　
　

３
年　

杉
本
望
美

　
　
　
　

３
年　

清
水
惟
加

東
桂
中　

３
年　

髙
橋
あ
か
り

　
　
　
　

３
年　

萱
沼
緋
夏

【
短
歌
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

２
年　

増
田
美
希

優
秀
賞

都
二
中　

２
年　

佐
藤
渉
夢

　
　
　
　

２
年　

浜
崎
純
平

　
　
　
　

２
年　

水
野
佳
恵

東
桂
中　

２
年　

高
部
海
斗

　
　
　
　

２
年　

土
屋
優
輝

　
　
　
　

２
年　

越
石
莉
子

　
　
　
　

２
年　

勝
俣
愛
心

　
　
　
　

２
年　

白
須
愛
理

　
　
　
　

２
年　

中
野
愛
子

【
書
道
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

３
年　

菅
谷
香
歩

優
秀
賞

都
一
中　

２
年　

田
中
大
夢

都
二
中　

１
年　

大
森
柚
香

　
　
　
　

１
年　

藤
本
真
緒

　
　
　
　

１
年　

船
木
咲
希

　
　
　
　

２
年　

滝
口
に
こ

　
　
　
　

２
年　

増
井
星
七

　
　
　
　

２
年　

谷
内
奏
太

　
　
　
　

３
年　

小
俣
直
歩

　
　
　
　

３
年　

小
林
聖
英

　
　
　
　

３
年　

権
守
椋
太
朗

　
　
　
　

３
年　

菅
谷
美
歩

　
　
　
　

３
年　

船
木
彩
花

　
　
　
　

３
年　

谷
内
亮
太

第63 回都留市文化祭が開催されました 　第63回都留市文化祭の展示部門が、都留市まちづくり交流
センターを中心に、11月１日から３日まで盛大に開催され、
日頃の文化活動の成果が発表されました。また、３日に行わ
れた式典では次の方々が表彰されました（順不同、敬称略）。
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市臨時職員の募集
問合先：総務課

職員担当
　

都
留
市
で
は
、
平
成
31
年
度
の
臨
時

的
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
務（
業
務
）内
容

（
Ａ
）事
務
補
助

　

各
課
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口
業

務
な
ど
の
事
務
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

（
Ｂ
）学
校
用
務
員

　

各
小
・
中
学
校
に
所
属
し
、
施
設
美

化
、
清
掃
、
校
内
の
簡
易
な
修
繕
、
給

食
準
備
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

（
Ｃ
）学
校
司
書

　

各
小
・
中
学
校
に
所
属
し
、
図
書
の

管
理
、
整
理
、
貸
出
、
図
書
室
利
用
者

へ
の
指
導
、
図
書
室
の
環
境
保
持
な
ど

の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

（
Ｄ
） 

事
務
補
助

　
（
身
体
障
が
い
者
を
対
象
）

　

各
課
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口
業
務

な
ど
の
事
務
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所

（�

Ａ
・
Ｄ
）　

市
役
所
、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
都
留
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど

（
Ｂ
・
Ｃ
）各
小
・
中
学
校

■
任
用
条
件

（
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
基
本
操
作
が
で
き
る
方
。

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２　

�

禁き
ん
こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

３　

�

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

４　

�

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の

委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方
公
務
員

法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処

せ
ら
れ
た
者

５　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者 

（
※
下
記
参
照
）に
該
当
し
な
い
方
。

・
都
留
市
臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て
の

服
務
規
律
を
厳
守
で
き
る
方
。

（
Ｄ
）

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介

護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
～
６
級
、

ま
た
は
、
７
級
の
複
数
障
害
を
有
す

る
方
。

■
勤
務
条
件

賃
金
日
額　

６
、３
５
５
円

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離
２

km
以
上
で
規
定
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

※
年
次
有
給
休
暇
あ
り
。

勤
務
時
間

（
Ａ
・
Ｄ
共
通
）

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

（
Ｂ
・
Ｃ
共
通
）

　

学
校
長
の
判
断
に
よ
り
、
始
業
・
終

業
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

１
日
あ
た
り
の
実
働
時
間　

原
則
７
時

間
45
分
。
別
途
休
憩
時
間
有
り
。

社
会
保
険
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚
生

年
金
保
険
法
お
よ
び
雇
用
保
険
法
の
各

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
手
続
き

　

平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）ま
で
に
、

『
履
歴
書（
写
真
添
付
）』と『
職
務
経
歴

書
』及
び『
納
税
状
況
調
査
に
関
す
る
同

意
書
』を
総
務
課 

職
員
担
当
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
可
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、

封
筒
に『
臨
時
的
任
用
職
員
申
込
』と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
な
ど
の
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
で
き

な
い
環
境
の
方
は
、
総
務
課 

職
員
担

当
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

※『
職
務
経
歴
書
』は
、
具
体
的
な
職
務

内
容
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。（
選
考
の
際
に
使
用
し
ま
す
。）

※
申
込
受
付
後
は
、『
臨
時
職
員
候
補

登
録
者
名
簿
』に
１
年
間
登
録
さ
れ
ま

す
。
平
成
31
年
４
月
か
ら
任
用
が
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
年
度
途
中
に
欠

員
が
生
じ
る
な
ど
臨
時
職
員
が
必
要
と

な
っ
た
際
に
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
な
ど
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

書
類
選
考（
１
次
選
考
）と
面
接
選
考

（
２
次
選
考
）を
実
施
し
ま
す
。

※
面
接
選
考（
２
次
選
考
）
の
日
程
は

２
月
上
旬
を
予
定
。
書
類
選
考
で
選

考
さ
れ
た
方
に
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
面
接
選
考
の
結
果
は
、
２
月
末
ま
で

に
面
接
を
受
け
た
全
て
の
方
に
通
知
し

ま
す
。

■
そ
の
他

　

申
込
後
、
臨
時
的
任
用
職
員
へ
の
任

用
、
ま
た
は
、
臨
時
職
員
候
補
登
録
者

名
簿
へ
の
登
録
を
辞
退
さ
れ
る
場
合
に

は
、
総
務
課 

職
員
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先　

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

都
留
市
役
所 

総
務
課 

職
員
担
当
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市嘱託職員（保育士）の募集
問合先：総務課 

職員担当
　

嘱
託
職
員（
保
育
士
）
を
募
集
し

ま
す
。

職
務
内
容　

０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
保
育

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

②�

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
日
常

的
に
運
転
し
て
い
る
方

③
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
可
能
な
方

④�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
※
左
頁
参
照
）に
該
当
し
な
い

方
募
集
人
員　

保
育
士
１
名

報　

酬　

月
額
１
６
４
、２
０
０
円

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離

２
㎞
以
上
で
規
程
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

雇
用
期
間　

平
成
31
年
１
月
１
日

（
火
）～
平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

勤
務
場
所　

市
立
宝
保
育
所

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時
15
分
を
基

本
と
す
る
が
、
早
番
、
遅
番
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
有
り
。

※
交
代
制
で
土
曜
日
の
勤
務
有
り
。

社
会
保
障
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の

各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し

ま
す
。
そ
の
他
、
年
次
有
給
休
暇
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

12
月
17
日（
月
）ま
で
に

『
履
歴
書（
写
真
添
付
）』、『
資
格
証

明
書
の
写
し
』、『
職
務
経
歴
書
』、

『
納
税
状
況
調
査
に
関
す
る
同
意
書
』

を
総
務
課
職
員
担
当
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
履
歴
書
な
ど
の
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　

一
次
選
考（
書
類
）と
二

次
選
考（
面
接
）を
実
施
し
ま
す
。
二

次
選
考
は
、
一
次
選
考
を
通
過
さ
れ

た
方
の
み
実
施
し
ま
す
。

市嘱託職員（介護保険認定調査員）の募集
問合先：長寿介護課 

介護保険担当
　

嘱
託
職
員（
介
護
保
険
認
定
調
査

員
）を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容　

要
介
護
認
定
の
た
め
の

調
査
業
務
、
調
査
票
確
認
業
務
、
相

談
業
務
な
ど

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�
平
成
21
年
4
月
以
降
に
介
護
認
定

調
査
員
研
修
を
受
講
済
み
の
方

②�

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方（
平
成
31
年
３
月
取
得
見

込
み
を
含
む
）

③�

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
日
常

的
に
運
転
さ
れ
て
い
る
方

④
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
可
能
な
方

⑤�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
※
左
頁
参
照
）に
該
当
し
な
い

方
募
集
人
員　

１
名

賃　

金　

月
額
１
８
７
、４
０
０
円

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離

２
㎞
以
上
で
規
程
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

雇
用
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

平
成
32
年
３
月
31
日

勤
務
場
所　

長
寿
介
護
課

勤
務
時
間　

平
日
９
時
～
17
時
15
分

社
会
保
障
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の

各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し

ま
す
。
そ
の
他
、
年
次
有
給
休
暇
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

平
成
30
年
12
月
21
日

（
金
）
ま
で
に「
履
歴
書（
写
真
添

付
）」、「
資
格
証
明
書
の
写
し
」、「
納

税
状
況
調
査
に
関
す
る
同
意
書
」を

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担
当
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
履
歴
書
な
ど
の
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な

い
方
は
、
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担

当
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

郵
送
先　

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
番
地
１

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
内 

長
寿
介

護
課 

介
護
保
険
担
当

選
考
方
法　

一
次
選
考（
書
類
）と
二

次
選
考（
面
接
）を
実
施
し
ま
す
。
二

次
選
考
は
、
一
次
選
考
を
通
過
さ
れ

た
方
の
み
実
施
し
ま
す
。
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非常勤嘱託員（教員）の募集
問合先：学校教育課

　

平
成
31
年
度
の
非
常
勤
嘱
託
員

（
教
員
）を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容　

市
内
の
各
小
中
学
校
に

所
属
し
、
市
費
負
担
教
員
と
し
て
児

童
・
生
徒
へ
の
学
習
指
導
な
ど
、
学

校
教
育
に
従
事
し
ま
す
。

任
用
条
件

小
学
校
教
員

○�

小
学
校
教
諭
免
許
状
を
お
持
ち
の

方
。（
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

に
、
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
。）

○�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
下
記
参
照
）
に
該
当
し
な
い

方
。

中
学
校
教
員

○�

募
集
す
る
教
科
の
中
学
校
教
諭
免

許
状
を
お
持
ち
の
方
。（
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
取
得
見
込

み
の
方
を
含
む
。）

○�

中
学
校
教
諭
の
免
許
状
教
科（
科

目
）は
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語（
英
語
）と
す
る
。

○�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
※
下
記
参
照
）に
該
当
し
な
い

方
。

募
集
人
員　

小
学
校
教
員
若
干
名

　
　
　
　
　

中
学
校
教
員
若
干
名

　

そ
の
他
、
勤
務
条
件
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、
12
月
20
日（
木
）か

ら
学
校
教
育
課
に
て
配
付
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

非常勤嘱託員（相談員）の募集
問合先：福祉課 

地域福祉担当
　

平
成
31
年
度
の
非
常
勤
嘱
託
員（
相

談
員
）の
募
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。

職
務
内
容　

未
就
労
の
生
活
保
護
受

給
者
に
対
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
就
労
に

係
る
相
談
や
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�

社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
事
業

所
な
ど
で
就
労
支
援
の
経
験
が
あ

り
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
へ
の

相
談
支
援
業
務
ま
た
は
、
そ
の
他

の
相
談
支
援
業
務
に
従
事
し
て
い

る（
い
た
）方

②�

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
日
常

的
に
運
転
し
て
い
る
方

③
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
可
能
な
方

④�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
※
下
記
参
照
）に
該
当
し
な
い
方

募
集
人
員　

１
名

賃
金
月
額　

１
５
１
、５
０
０
円
～

※
資
格
・
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離

２
㎞
以
上
で
規
程
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

任
用
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

平
成
32
年
３
月
31
日

※
年
次
有
給
休
暇
有
り
。

勤
務
場
所　

福
祉
課

勤
務
時
間　

平
日
９
時
～
17
時
15
分

社
会
保
障
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の

各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し

ま
す
。

申
込
方
法　

平
成
31
年
１
月
11
日

（
金
）ま
で
に
、
資
格
を
証
明
す
る
書

類
の
コ
ピ
ー
、
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

と
職
務
経
歴
書
を
都
留
市
福
祉
課
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
、
１
月
11
日（
金
）の

消
印
有
効
。
ま
た
、
封
筒
に「
市
非

常
勤
嘱
託
員（
相
談
員
）申
込
」と
赤

字
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先　

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
番
地
１

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
内 

福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

選
考
方
法　

書
類
選
考（
１
次
選
考
）

と
面
接
選
考（
２
次
選
考
）に
よ
り
ま

す
。
面
接
選
考（
２
次
選
考
）は
１
次

選
考
で
選
考
さ
れ
た
方
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。
日
程
は
２
月
初
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
１
次
選
考
で
選
考

さ
れ
た
方
に
は
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

最
終
選
考
の
結
果
は
２
月
末
ま
で

に
面
接
を
受
け
た
方
に
ご
連
絡
し
ま

す
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２　

�

禁き
ん
こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

３　

�

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

４　

�

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方

公
務
員
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯

し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

５　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者 
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年末年始のごみの収集・持込のお知らせ
問合先：大月都留広域事務組合

☎（20）2651

年
末
、
年
始
の
ご
み
の
収
集
に

つ
い
て

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
・
持
込

可
能
日
は
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
ご
み
の
増
加
が
予
想

年末終了日 受入可能時間 年末年始
休業期間 年始開始日

ごみ
ステーション ～ 12月29日（土） ８時までにごみステーションへ出して下さい

12月30日（日）～
１月３日（木） １月４日（金）～

広域事務組合
へ持込み ～ 12月30日（日） ９時～ 11時45分13時～ 15時45分まで

12月31日（月）～
１月３日（木） １月４日（金）～

■12 月30 日（日）～１月３日（木）の間はステーションにごみを出さないでください。
※広域事務組合への持込みは可燃・不燃・粗大・再資源化物の持込みが可能です。

さ
れ
、
収
集
時
間
が
平
常
よ
り
遅
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
順
次
回
収
し
ま

す
の
で
必
ず
８
時
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
、
年
始
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
満
杯
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
不
燃
ご
み
の
収
集
日

の
変
更
に
つ
い
て

種　別 予定日 変更日 変更地区

粗大ごみ

12月24日（月）     12 月29 日（土）宝地区 ( 高畑・上大幡・中津森・平栗・厚原・加畑 )

1月1日（火）     1 月12 日（土） 上谷地区（下天神・旭ヶ丘・川棚）

1月14日（月）    1 月26 日（土）
中谷・下谷地区（横町・城北町・長者町・
田町・弁天町・深田・新明町・仲町・鷹之巣・
羽根子・姥沢・雇用促進住宅・幸町）

不燃ごみ 1月2日（水） 1 月4 日（金） 中央三～四丁目地区、つる一～四丁目地
区、下谷一～四丁目地区

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

【
可
燃
ご
み
の
出
し
方
】

・
金
属
類
は
、
取
り
除
い
て
不
燃
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
な
ど
は
、
必
ず
水
を
よ
く

切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
の
可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

【
不
燃
ご
み
の
出
し
方
】

・
再
資
源
化
物
に
出
せ
な
い
缶
・
ビ
ン

な
ど
は
、
中
身
を
か
ら
に
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
特
に
注
意
が
必
要
な
物
、

ペ
ン
キ
の
缶
、
油
の
缶
、
燃
料
の
缶
、

薬
品
の
缶
）

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
必
ず
穴
を
開

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
爆
発
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

・
指
定
の
不
燃
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

※
不
燃
ご
み
に
卓
上
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
ガ
ス
が
残
っ
た
も

の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
不
燃
ご
み
を

収
集
す
る
際
に
爆
発
事
故
な
ど
を
起
こ

す
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
各

家
庭
で
必
ず
注
意
し
な
が
ら
穴
を
開
け

ガ
ス
を
抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
粗
大
ご
み
の
出
し
方
】

・
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
で
金

属
が
中
に
入
っ
て
い
る
物
は
、
金
属
と

燃
え
る
ご
み
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

解
体
の
必
要
な
も
の
…
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
、
ソ
フ
ァ
ー
、
座
椅
子
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
な
ど

【
再
資
源
化
物
】

・
再
資
源
化
物
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず

は
ず
し
て
、
中
を
洗
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
再
資
源
化
物
は
、
品
目
ご
と
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
不
燃
ご
み
の
指
定
袋
ま
た
は
、
透
明

な
袋
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
系
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
せ
ま
せ
ん
。

※
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方（
保
存

版
）
を
確
認
し
て
ご
み
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｈ3 0 . 12. 1 1 6



水道管の冬支度をしましょう！
問合先：上下水道課

水道管理担当
　

給
水
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
凍

結
・
破
損
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
水
道

管
の
冬
支
度
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
に
は

必
ず
防
寒
処
置
を
お
願
い
し
ま
す
！

○
水
道
管
が
む
き
だ
し
の
と
こ
ろ

○
水
道
管
が
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ

■
防
寒
処
置
の
方
法
は
？

【
水
道
管
】

・
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温
材
を
巻

き
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て

水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
夜
寝
る
前
に
水
道
管
の
蛇
口
の
水
を

少
し
だ
け
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
水
道

の
元
栓（
止
水
栓
）を
閉
め
、
敷
地
内
の

水
道
管
に
水
が
残
ら
な
い
よ
う
に
蛇
口

を
開
け
、
ボ
イ
ラ
ー
の
水
抜
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
メ
ー
タ
ー
器
】

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
や
古
い
毛
布
・
布
切
れ
な
ど
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
検
針
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
器
が
破
損
し
た
場
合
は
、

自
己
負
担
で
の
交
換
と
な
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
を
開
け
て
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
や
布
な
ど
を
被
せ
、
蛇
口
の
方
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な
く
ゆ
っ
く

り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に

か
け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
す
る
事

が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

布
や
テ
ー
プ
、
自
転
車
の
チ
ュ
ー
ブ

を
破
裂
箇
所
へ
巻
き
つ
け
る
か
、
止
水

栓
で
水
を
止
め
て
か
ら
、
市
指
定
水
道

工
事
店【
☎（
43
）７
１
９
６
】に
連
絡
し

修
理
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
給
水
装
置
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す

　

公
道
な
ど
に
埋
め
ら
れ
た
水
道
管
は

市
の
所
有
物
で
す
が
、
こ
の
本
管
か
ら

分
か
れ
て
各
家
庭
ま
で
引
き
込
ま
れ
た

給
水
管
・
分
水
栓（
給
水
装
置
）な
ど
は
、

皆
さ
ん
の
所
有
物
で
す
。
こ
の
部
分
の

新
設
・
改
造
・
修
理
は
、
皆
さ
ん
の
ご

負
担
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
的
な
点
検
を

お
願
い
し
ま
す

　

凍
結
・
破
損
な
ど
に
よ
る
漏
水
で
水

道
料
金
が
高
額
に
な
り
、
思
わ
ぬ
負
担

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

水
道
メ
ー
タ
ー
の
自
己
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

点
検
の
方
法
は
、
家
庭
内
の
全
部
の

蛇
口
を
完
全
に
締
め
水
道
メ
ー
タ
ー
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク（
丸
い
銀
色
部
分
）

が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
市

指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

■
地
下
漏
水
な
ど
の
漏
水
の
場
合
、
水

道
料
金
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す

　

地
中
の
配
管
や
床
下
の
配
管
な
ど

で
、
使
用
者
が
管
理
し
き
れ
な
い
部
分

の
漏
水
の
場
合
に
減
免
措
置
が
あ
り
ま

す
。
修
理
を
実
施
し
た
市
指
定
給
水
工

事
店
が
証
明
す
る『
修
繕
工
事
施
行
完

了
証
明
書
』に
工
事
写
真（
施
工
前
・
施

工
後
・
施
工
前
の
メ
ー
タ
ー
数
量
が
分

か
る
も
の
）及
び
工
事
個
所
位
置
図
を

年末年始のお知らせ
水道使用開始（開栓）、中止（閉栓）は？
　水道のご使用開始・中止には、事前の届出が必要です。12月29日（土）～１
月３日（木）までの間は、届出受理及び水道の開栓・閉栓に係る作業は行ってお
りませんので、お早めに窓口にて手続きをお願いします。
宅内での漏水などの緊急を要する場合は？
　宅内での漏水などの緊急を要する場合は、12月28日（金）～１月４日（金）の
９時から 17時まで、組合事務所で当番の工事店が待機しておりますので、市
指定水道工事店組合に依頼してください。
※費用は個人負担となります。
連絡先　市指定水道工事店組合　　☎（43）7196

添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
審
査
後
漏
水
認
定
の
可
否
を
判
断

し
ま
す
。
１
回
の
漏
水
で
、
１
使
用
月

（
２
カ
月
分
）の
水
道
料
金
の
、
平
均
使

用
水
量
か
ら
超
え
た
部
分
の
１
／
２
を

減
免
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
漏
水
箇
所
に
よ
っ
て
は
、

漏
水
認
定
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
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高額医療・高額介護合算療養費の支給申請について
問合先：市民課

 保険年金担当
　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１

年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
金
額
が
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
う

ち
、
平
成
29
年
度
分
の
支
給
対
象
と

な
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

◆
合
算
対
象
期
間　

　

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

◆
対
象
者　

医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
両
方
で
自
己
負
担
額
が
あ
り
、
そ

の
合
計
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
い
る
世
帯

※
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金

額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
の
発
送
時
期

　

平
成
31
年
２
月
～
３
月

　

お
知
ら
せ
が
お
手
元
に
届
い
た

ら
、
以
下
の
も
の
を
持
っ
て
市
役
所

市
民
課
保
険
年
金
担
当
の
窓
口
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
７
月
31
日
の
時
点
で
都

留
市
の
住
民
で
な
か
っ
た
方
は
、
住

所
の
あ
っ
た
市
町
村
の
医
療
保
険
窓

口
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険 +介護保険
（70歳未満含む）

国民健康保険 +介護保険
（70歳～ 74歳）

後期高齢者医療保険
+介護保険

被用者保険
+介護保険

上位所得者
（ア , イ）

基礎控除後の所得が
901万円を越える世帯の方

212万円
67万円 67万円

　

お
勤
め
先
に

　

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

基礎控除後の所得が 600万円
超～ 901万円以下の世帯の方

141万円

一般
( ウ , エ )

基礎控除後の所得が 210万円
超～ 600万円以下の世帯の方

67万円
56万円 56万円

基礎控除後の所得が 210万円
以下の世帯の方

60万円

低所得者
( オ , 低Ⅱ , 低Ⅰ )

非課税世帯の方
低Ⅱ

34万円
31万円 31万円

低Ⅰ 19万円 19万円

◆
持
ち
物

○�

郵
送
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び
支
給

申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

○
印
鑑

○
振
込
先
の
口
座
が
分
か
る
も
の

○�

身
分
を
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
別
世
帯
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■自己負担限度額

◆医療分については、申請から支給までに２カ月～３カ月ほ
どかかります。介護分については、医療分の支給（不支給）が
決定してからの支給となります。

◆お知らせがお手元に届いてから 2 年以上経過すると申請で
きなくなりますので、早めの申請をお願いします。

特定健診を受診していない方へ　～かかりつけ医からの情報提供のご協力について～
問合先：市民課

保険年金担当
　

本
市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病（
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、
心
筋
梗

塞
等
の
心
血
管
疾
患
、
脳
梗
塞
等
の
脳
血
管

疾
患
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
な

ど
）
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、

特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
定
期
的
に
通
院
を
し
て
い
る
の
で
、
今
年

度
の
特
定
健
診
は
受
け
な
か
っ
た
」と
い
う
方

に
つ
い
て
は
、
本
市
と
契
約
し
て
い
る
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
に『
特
定
健
康
診
査
情
報

提
供
同
意
書
』を
提
出
い
た
だ
き
、
医
療
機
関

か
ら
本
市
へ
検
査
結
果
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
関
連
の
疾
病
に
よ
る
通
院
歴

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
、
11
月
下
旬
に

『
特
定
健
康
診
査
情
報
提
供
同
意
書
』を
送
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う

え
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
患
者
様
の
自
己
負
担
金
は

発
生
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
の
に
通

知
が
届
か
な
い
と
い
う
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、「
都
留
市
国
民
健
康
保
険
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画（
第
三
期
）」を
策

定
し
、
平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

48
・
０
％
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
状

で
は
約
46
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
場
合
で
も
、
検
査

内
容
に
よ
り
同
意
書
の
取
扱
い
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

加入保険
所得区分
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住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
3
項
及
び
第
11

条
の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関

す
る
総
務
省
令
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
左

記
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

閲
覧
の
期
間　

　

平
成
29
年
11
月
１
日
～
平
成
30
年
10
月
31
日

住民基本台帳の閲覧状況の公表
問合先：市民課

市民窓口担当

申請者の氏名 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲
山梨県総合政策部
広聴広報課長
平塚　幸美

「県政モニター」候補者抽出
のため 平成29年11月17日

市全域
18歳以上の男女
計57名

（株）ビデオリサーチ 
代表取締役社長　
加藤　譲

日本たばこ産業株式会社が実施
する2018年「全国たばこ喫煙者
率調査」対象者抽出のため
※委託者　日本たばこ産業株式
会社たばこ事業本部Ｍ＆Ｓ企画
部長　西谷圭一

平成29年12月20日
田野倉
20歳以上の男女
計20名

毎日新聞社
代表取締役社長
丸山　昌宏

第72回読書世論調査対象者を無
作為抽出のため 平成30年5月31日

田野倉
一定間隔おきに無作為抽出男女
計12名

山梨県青少年総合
対策本部長
山梨県知事
後藤　斎

山梨県が実施する「子ども・
若者の意識と行動に関する
調査」の対象者抽出のため

平成30年8月22日
市全域
18歳以上30未満の男女
計118名

高額療養費「外来年間合算」の支給申請について
問合先：市民課

保険年金担当

◆
外
来
年
間
合
算
と
は
？

　

外
来
年
間
合
算
は
、
70
歳
以
上
の
方
の

高
額
療
養
費
の
上
限
額
を
見
直
す
こ
と
に

伴
い
、
年
間
を
通
し
て
外
来
特
例
に
該
当

す
る
よ
う
な
長
期
療
養
を
受
け
て
い
る
方

の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
観

点
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

◆
支
給
対
象
と
な
る
方

　

平
成
30
年
７
月
31
日
時
点
で
の
所
得
区

分
が「
一
般
」、「
低
Ⅱ
」、「
低
Ⅰ
」
の
方

の
う
ち
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
７
月
31
日
ま
で
を
計
算
期
間
と

し
た
１
年
間
の
外
来
の
自
己
負
担
額
が

１
４
４
、０
０
０
円
を
超
え
た
方
に
、
そ

の
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。

※
月
間
の
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

た
金
額
は
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い
て

計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
か
ら
の
転
入
や
他
保
険
か

ら
新
た
に
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
な
っ
た
方
は「
自
己
負
担
額

証
明
書
」 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
以
前
の
住
所
地
の

市
町
村
、
健
康
保
険
へ
自
己
負
担
額
証
明

書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

外
来
年
間
合
算
の
申
請
が
必
要
な
方
に

は
平
成
30
年
12
月
上
旬
を
目
途
に
申
請
の

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

計
算
期
間
中
を
通
し
て
月
間
の
高
額
療

養
費
支
給
で
口
座
が
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
案
内
は
送
付
せ
ず
、
登
録
口
座
に
継

続
し
て
支
給
し
ま
す
。

ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の返礼品の募集について
問合先：産業課

商工観光担当
　

都
留
市
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
産
業
振
興

や
地
元
産
品
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
」に

つ
い
て
、
寄
付
者
の
利
便
性
向
上
や
、
自
主

財
源
確
保
と
事
業
効
率
化
の
観
点
か
ら「
株

式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ふ
る
さ
と
開
発
事
業
部
」と

委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
も
、
現
行
の「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」に「
ふ
る
ぽ
」を
加
え
、

都
留
市
の
特
産
品
や
企
業
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
引

き
続
き
幅
広
く
情
報
発
信
し
産
業
振
興
拡
充

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
募
集
寄
付
金
額
設
定
に
つ
い
て

も
、
５
、０
０
０
円
以
上
１
、０
０
０
円
ご
と

に
変
更
す
る
た
め
、
商
品（
返
礼
品
）
価
格

も
、
１
、５
０
０
円（
税
込
）以
上
３
０
０
円

ご
と
で
出
品
可
能
と
な
り
ま
す
。

募
集
す
る
返
礼
品　

市
内
で
栽
培
、
製
造
、

加
工
な
ど
さ
れ
た
商
品
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
も
の
。

出
品
す
る
返
礼
品
の
価
格

出
品
者
の
要
件

・�

本
店
や
支
店
、
営
業
所
な
ど
を
市
内
に
有

す
る
事
業
者

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど

寄付金額
返礼品価格

（税込）
5,000円 1,500円以内

6,000円 1,800円以内

10,000円 3,000円以内

22,000円 6,600円以内

50,000円 15,000円以内

○�寄付金額5,000円以上に対す
る 3/10以内（税込）の商品で
送料含みません
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よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日　

時　

12
月
８
日（
土
）14
時
～

場　

所
　
市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

み
ん
な
が
選
ん
だ
絵
本
や
紙
芝
居
を

読
み
ま
す
。

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の

「
こ
ぐ
ま
の
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会
」

日　

時　

12
月
21
日（
金
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

乳
児
か
ら
未
就
園
児
の
親
子
を
対
象

に
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び

を
し
ま
す
。

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日　

時　

12
月
22
日（
土
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

楽
し
い
お
話
や
歌
、
手
遊
び
を
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル

　
「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

べ
ビ
マ
マ「
サ
ン
タ
と
遊
ぼ
う
～
ク
リ
ス
マ
ス
！
」

内　

容　

べ
ビ
マ
マ
の
今
年
ラ
ス
ト
の
イ
ベ
ン
ト

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。
ケ
ー
キ
も
用
意
！
み

ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
作

り
を
し
て
、
少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
も
し
か
し
た
ら
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
バ
イ

キ
ン
マ
ン
に
会
え
る
か
も
？
た
く
さ
ん
の
企
画
を

用
意
し
て
、
サ
ン
タ
と
一
緒
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日　

時　

12
月
10
日（
月
）10
時
～
12
時

　
　
　
　
（
受
付　

９
時
20
分
～
９
時
50
分
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

定　

員　

50
組
程
度

対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
家
族

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。
お
申
し
込

み
は
お
早
め
に
。

お
そ
と
で
あ
そ
ぶ「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た
親

子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
自
然
の
中

で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
方
、
語
り

合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦
さ
ん
、
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

９
時
40
分
～
12
時
頃

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子　

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５	

べ
ビ
マ
マ「
託
児
サ
ロ
ン
」

内　

容　

お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
サ
ロ
ン

で
す
。
子
育
て
の
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
４
時
間
、
お
子
さ
ま
の
お
世
話
を
し

ま
す
。

日　

時　

１
月
21
日（
月
）10
時
～
14
時

　
　
　
　
（
受
付　

９
時
40
分
～
10
時
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

定　

員　

15
名
程
度

対　

象　

未
就
園
児（
０
才
児
～
）

参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
５
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
・
運
営
費
）

持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
着
替
え
、

く
つ
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
な
ど（
持
ち
物

に
は
お
名
前
を
。）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。
お
申
し
込

み
は
お
早
め
に
。

べ
ビ
マ
マ「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
」

募
集
の
お
知
ら
せ

内　

容　

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
な

が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？
べ
ビ

マ
マ
で
は「
親
子
サ
ロ
ン
」と「
託
児
サ
ロ
ン
」の
お

手
伝
い
の
ご
協
力
を
し
て
頂
く「
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
通
申
込
・
問
合
先

　

べ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局　

小
林

　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

親
子
の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ（
に
こ
研
）

　

毎
日
子
育
て
お
疲
れ
さ
ま
で
す
！
！

　

私
た
ち
は
現
役
マ
マ
で
す
。
マ
マ
目
線
か

ら
、
必
要
な
子
育
て
支
援
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
可
愛
い
か
ら
こ

そ
、『
親
子
で
笑
顔
に
な
る
時
間
』て
、
な
か
な

か
難
し
い
け
ど
…
マ
マ（
パ
パ
）の
笑
顔
も
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
も
大
切
に
支
え
て
い
け
た
ら

い
い
な
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
に
こ
研
イ
ベ
ン
ト
は
未
定
で
す
が
、

急
遽
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
★
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
★

な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
♡

問
合
先

 

親
子
の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ　

谷
内

　

☎
０
９
０(

２
４
４
９)

９
７
９
７

　

U
RL　

http//w
w

w
.oyakonoegao.com
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Culture

図書館だより

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

12月の開館ご案内

今
月
の
新
着
図
書
案
内

■
児
童
図
書

お
も
し
ろ
謎
解
き『
縄
文
』の
ヒ
ミ
ツ

未
来
を
つ
か
め
！
平
成
ビ
ジ
ュ
ア
ル
図
鑑

恐
竜
大
紀
行

雑
草
の
サ
バ
イ
バ
ル
大
作
戦

ク
リ
ス
マ
ス
の
あ
か
り

ば
く
の
ジ
ユ
ウ
な
字

い
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
！

ぐ
ら
ぐ
ら
た
ん

れ
い
ぞ
う
こ
の
お
く
の
お
く

で
こ
ぼ
こ
ぬ
り
ぬ
り
な
に
が
で
き
る
？　

ほ
か

■
一
般
図
書

す
ぐ
メ
モ
す
る
人
が
う
ま
く
い
く　

自
由
国
民
社

江
戸
の
読
書
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
女
房　
　
　

中
央
公
論
社

犬
猿
県　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

男
た
ち
よ
、
ウ
エ
ス
ト
が
気
に
な
り
始
め
た　

　

ら
、
進
化
論
に
訊
け
！　

イ
ン
タ
ー
シ
フ
ト

親
に
作
っ
て
届
け
た
い
、
つ
く
り
お
き　

大
和
書
房

日
本
懐
か
し
い
遊
園
地
大
全　
　
　

辰
巳
出
版

越
境
芸
人　
　
　
　
　
　
　

マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ

図
解
で
わ
か
る
時
事
重
要
テ
ー
マ

100 　

日
経
Ｈ
Ｒ

ゴ
ン
ち
ゃ
ん
、
ま
た
ね
。　
　

ビ
ー
ト
た
け
し

雨
上
が
り
月
霞
む
夜　
　
　
　
　
　

西
條
奈
加

曙
光
を
旅
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室　

麟

ピ
ア
ノ
・
レ
ッ
ス
ン　
　

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー

ほ
か

今月のおススメ
Recommendation

今 月 の 新 刊

児童図書
　全86 冊

一般図書
　全301 冊

開館時間
　９時30分～ 17時15分
　※火・水・木は２階のみ
　19時まで開館します。
問合先
　都留市立図書館
　☎（43）1324

○印が休館日です。

クリスマスおはなし会
こぐまのちいさなおはなし会（乳幼児向け）
クリスマスツリーの飾りつけ
日　時　12月21日（金）10時30分～
場　所　図書館　幼児・情報フロア
申　込　不要　参加費無料

『おほしさまの
　　　　ちいさなおうち』

　おもちゃで遊ぶのに飽き
てしまった男の子に、お母
さんは「おほしさまのおう
ちをさがす」遊びを提案し
ました。それから男の子の
冒険が始まり…。英語圏の
国々で秋に伝えられてきた
楽しいお話。

渡辺鉄太 文
加藤チャコ 絵
瑞雲舎

『ぼくらの一歩　30人31脚』

　6年1組は 30人31脚の
小学生大会で優勝を目指
す。クラスの仲間一人一人
がそれぞれの思いを抱え
て、一緒に前を向き、目指
すは一度も出したことが
ない 8秒台。心をひとつに
して奮闘する青春ストー
リー。

いとうみく 作
イシヤマアズサ 絵
アリス館

『長生きだけが
　　　　　目的ですか？』

　人生100年時代がやって
くる。ますます長くなる老
人の時間を迎える前に、こ
れからの老活世代には何が
求められるのか。「逆らわ
ず、いつもニコニコ、従わ
ず―。そんな老人に私はな
りたい。」課長島耕作を描く
漫画家の老活エッセイ。

弘兼 憲史 著
徳間書店

『もっと知りたい刀剣
　　名刀・刀装具・刀剣書』

　単なる武器ではなく鑑賞
する対象として扱われてき
た長い歴史のある日本刀。
その鑑賞は特徴を表現する
言葉も特殊で理解するのが
困難ですが本書は刀剣をよ
り深く理解できる入門書。
ミュージアム都留で開催中
の企画展へ足を運ぶ前に是
非とも読んで欲しい一冊。

内藤 直子 監修・著
東京美術

第14 回市民の作品展示 
せきぐち さちえ 詩画展

『水田（みずた）の空』
展示期間　
　12月5日（水）～ 27日（木）
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開館時間　９時～ 17時
　　　　　（入館は 16時30分まで）
観  覧  料　一　　　般  300円（210円）
　　　　　高・大学生  200円（140円）
　　　　　小・中学生  100円（70円）
※（　）内は、20名以上の団体料金です。
休  館  日　12/25、12/29 ～ 1/3
　　　　　月曜日（祝日開館）
問  合  先　ミュージアム都留
　　　　　☎45-8008

ミュージアム都留秋季企画展のお知らせ
「魂の造形－日本刀　名刀と名作から学ぶ日本の心」

平成31年１月14日（月・祝）まで好評開催中！
　日本刀は武士の魂（サムライスピリッツ）と呼ばれ、海外では日本刀そのものを「ＳＡＭＵＲＡＩ」と呼びます。
　江戸時代（新刀期）の彫り物のある短刀（脇差）の最高傑作である「日本三刀」から「蓬

ほうらいさんこてつ

莱山虎徹」「彫
ほりぬきはんけい

抜繁慶」をはじめと
した名刀の数々を展示するとともに、武士の顔ともいえる刀装具からは足利将軍家以降、時の覇者の下で金工の最高
位に位置した後藤家をはじめ、桃山三名人と謳われた金家・信家・埋忠明寿、林又七の最高傑作「御

ごもんすかしつば

紋透鐔」（国指定
重要文化財）をはじめとした名品の数々を展示いたします。
　平成最後の大名作展となっております。是非お見逃しのないようお願いいたします。
※12月９日（日）に刀剣の一部を入れ替えます。また展示内容は予告なく変更する可能性があります。

◆企画展関連イベント
●現代刀匠による「銘切り実演」
　小さなアルミ板に指定の文字を切ります。
　講　師　伊藤重光刀匠、山本清二刀匠（内一名）
　日　時　12月９日（日）14時30分～ 16時30分
　定　員　あり（申込不要、見学可）
　料　金　2,000円（1枚）
●日本刀・刀装具相談会
　�専門家による日本刀・刀装具の相談会。刀剣は刀袋など

で厳重に梱包の上、お持ち込みください。（登録証必携）
　講　師　伊藤　満氏
　　　　　（日本美術刀剣保存協会山梨県支部長）
　日　時　12月９日（日） 14時～ 16時
　定　員　20名（要事前申込、参加無料）
●初心者講座「日本刀に触れてみませんか」
　�日本刀の基礎講座。刀の歴史や構造に触れるとともに、

本物の日本刀を使用して刀剣の扱い方について学びま
す。

　講　師　服部　浩平（学芸員）
　日　時　12月２日（日）13時～ 15時
　定　員　25名（要事前申込、参加無料）
　　　　　※中学生以下の方は要保護者同伴
●ギャラリートーク
　入館者を対象にギャラリートークを実施。
　期　間　企画展中、毎月第1、3土曜日　13時～
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イベントインフォメーション
「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの
情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

【 12 月の休館日】 4・11・18・25・29 ～ 31 日は休館します。　【市内プレイガイド】 都の杜うぐいすホール☎ (43)1515　都留市まちづく
り交流センター（旧文化会館）☎ (43)1321　セブンイレブン都留文大通り店☎ (45)1774　ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855

【会員予約・割引】友の会会員優先予約チケット、料金割引はうぐいすホールのみでの取り扱いとなります。
【各公演の問合せ・チケット予約】都の杜うぐいすホール（一般財団法人都留楽友協会）　【ホームページ】http://uguisuhall.jp

12/23（日）　第23 回　市民第九演奏会2018

12/24（月・祝）都留文大管弦楽団ＯＢオーケストラ 2018 ☆ Tsuru　X'mas コンサート

新着！入場無料！うぐいすホールからのクリスマスプレゼント！

３/24（日）うぐいす寄席　林家たい平 桃月庵白酒　二人会

チケット好評販売中！年末はやっぱり第九で決まり！
　年末の風物詩、23回目の市民第九演奏会。一流演奏
家と 250名を超える地元出演者が一体となって、壮大
なハーモニーと大きな感動を創りあげます。『歓喜』のス
テージをお楽しみください。

■14時開演■大ホール■指定席3,000円／自由席1,500
円※未就学児の入場はご遠慮ください■演奏曲目　ベー
トーヴェン交響曲第九番ニ短調『合唱付』■出演　吉田悟

（指揮）／山口道子（ソプラノ）／岩森美里（アルト）／星洋
二（テノール）／末吉利行（バリトン）／市民第九管弦楽団
2018 ／市民第九合唱団2018

新着！「うぐいす寄席」に人気落語家が登場！
チケット前売　会員12/5（水）10時～
　　　　　　　一般12/21（金）10時～
　人気番組「笑点」大喜利メンバーとして大人気、幅広い
ジャンルで活躍中の林家たい平。センス抜群の古典落語
で人気急上昇、今まさにのぼり坂の若手名手、桃月庵白
酒。落語ファン必見、底抜けに楽しい二人会をお楽しみ
あれ！

■14時開演■大ホール■全席指定　2,800円／会員
2,500円※当日はそれぞれ 300円 UP ※未就学児の入
場はご遠慮ください。

　"都留の子どもたちに楽しくて素敵な音楽を届けたい”
という想いで結成された、都留文大管弦楽団ＯＢオーケ
ストラ。第17回目のクリスマス演奏会がうぐいすホー
ルで開催されます。クリスマスシーズンの名曲を中心に
お届けします。乳児も入場できます。
■14時30分開演（楽器演奏体験 13時30分～　ロビー
にて）■大ホール■全席自由■入場無料■出演　吉田悟

（指揮）／都留文大管弦楽団ＯＢオーケストラ 2018■演
奏曲目　ホワイトクリスマス／ウェストサイド物語メド
レー／花のワルツ＜くるみ割り人形＞／指揮者体験「カ
ルメン」／みんなで歌おう！コーナー　ほか
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協　働　通　信 2018年（平成30年）12月

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ（43）1322

　

各
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で
は
、

地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
秋
は

文
化
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
月
号
と
１
月
号
で
は
、
各
地
域
で
行
わ

れ
た
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
盛
里
地
域　

文
化
展

　

盛
里
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で

は
、
10
月
５
日（
金
）～
12
日（
金
）に
文
化
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
盛
里
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
別
館
会

議
室（
旧
盛
里

公
民
館
）
を
会

場
に
、
盛
里
保

育
園
の
園
児
や

旭
子
ど
も
教
室

の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
、
地
域

の
方
の
作
品
な

ど
約
２
０
０
点

が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

◆
禾
生
地
域　

ふ
れ
あ
い
の
集
い

　

禾
生
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で

は
、
10
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）に
ふ
れ
あ
い

の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
月
警
察
署
生
活

安
全
課
に
よ
る
電
話
詐
欺
に
つ
い
て
の
講
話
と

市
地
域
環
境
課

職
員
に
よ
る
公

共
交
通
の
お
知

ら
せ
、
地
域
の

方
に
よ
る
様
々

な
催
し
な
ど
が

あ
り
、
２
日
間

で
約
２
０
０
名

の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

◆
宝
地
域　

七
里
ま
つ
り

　

宝
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で
は
、

11
月
10
日（
土
）に
七
里
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
宝
保
育
所
園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や

中
学
生
の
津
軽
三
味
線
の
演
奏
な
ど
の
発
表
、

地
域
の
皆
さ
ん

の
作
品
展
示
な

ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅

広
い
世
代
の
方

が
参
加
し
、
本

年
度
も
大
賑
わ

い
の
七
里
ま
つ

り
と
な
り
ま
し

た
。

◆
東
桂
地
域　

ま
ち
づ
く
り
文
化
祭

　

東
桂
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で

は
、
11
月
10
日（
土
）～
11
日（
日
）の
２
日
間
、

ま
ち
づ
く
り
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

の
東
桂
小
学
校
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の

作
品
展
示
や

ス
テ
ー
ジ
部

門
、
健
康
コ
ー

ナ
ー
、
特
設

コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し

た
。

　

地
域
の
お
知
ら
せ

◆
谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば「
正
月
の
活
け
花
」

素
敵
な
お
花
で
新
年
を
迎
え
よ
う

日　

時　

12
月
20
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
交

流
室

材
料
費　

２
、０
０
０
円

持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
新
聞
紙
、
お
持
ち
帰
り
用
袋

定　

員　

30
名
程
度

申
込
締
切　

12
月
14
日（
金
）

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

第
38
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集
！

日　

時　

平
成

31
年
１
月
１
日 

（
火
・
祝
）

受
付
時
間　

　

10
時
～
11
時

受
付
場
所

　

谷
村
第
一
小

学
校
前　

大
手

通
り

ス
タ
ー
ト
時
間　

11
時
35
分（
予
定
）

コ
ー
ス　

全
長
４
キ
ロ（
谷
村
第
一
小
学
校
前

→
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
）

種　

別　

小
学
生
男
女
・
中
学
生
男
女
・
高
校

生
一
般
男
女
・
シ
ル
バ
ー
男
女
の
８
部
門

申
込
方
法　

当
日
、
谷
村
第
一
小
学
校
前　

大

手
通
り
で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

表　

彰　

各
部
門
と
も
１
位
か
ら
３
位

主　

催　

谷
村
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー　

鈴
木

　

☎ （
43
）１
３
２
１ 

◆
東
桂
地
域

東
桂
健
康
ク
ラ
ス
会「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

テ
ー
マ　
「
楽
し
く
、
元
気
で
、
い
き
い
き
と
」

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
楽
し
も
う

日　

時　

12
月
12
日（
水
）９
時
30
分
～
15
時

場　

所　

東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
45
）６
６
４
４
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協　働　通　信

広報「つる」広告募集！
あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？
広報「つる」は、都留市内の各家庭に配布されています
（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

連載・青少年健全育成シリーズ　第329回

毎月第１日曜日は「家庭の日」
毎月第３日曜日は「青少年を育む日」です。
　　　青少年育成都留市民会議編集委員

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月
⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。
掲載状況は、下記をご参考としてください。
また、詳細につきましては、ぜひお問い合せください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考
裏面 カラー 20,570 2カ月掲載
内面 2色刷り 10,280 2カ月掲載

 「たくさん『会話』するコツは？」

　
「
早
く
起
き
な
さ
い
。」、「
こ
ぼ
さ
な
い

で
。」、「
宿
題
し
な
さ
い
。」

　

我
が
子
に
向
け
て
、
こ
ん
な
言
葉
を
毎

日
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
、
き
っ
と
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
今

で
は
子
ど
も
た
ち
も
高
校
生
に
な
っ
た
の

で
、
本
人
に
任
せ
る
部
分
も
多
く
な
り
、

あ
ま
り
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
し

も
う
一
度
、
子
ど
も
た
ち
が
小
学
生
く
ら

い
の
時
に
戻
っ
て
子
育
て
を
や
り
直
せ
る

と
し
た
ら
、
違
う
言
い
方
を
し
た
い
。
そ

し
て
子
ど
も
た
ち
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
会

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「『
～
し
な
さ
い
』や
、『
～
し
な
い
で
』

な
ど
の
言
葉
は
、
す
べ
て
指
示
と
禁
止
の

言
葉
で
す
。
会
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

あ
る
講
演
会
で
こ
の
言
葉
を
聞
い
た

時
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
っ

た
二
人
の
息
子
と
は
、
最
近
必
要
最
低
限

の
会
話
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
同
じ
部
屋

に
い
て
も
、
シ
ー
ン
と
し
て
い
て
テ
レ
ビ

だ
け
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
、
と
い
う
状
態

で
す
。
そ
れ
も
こ
の
年
頃
の
男
の
子
で
は

仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
な
、
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
実
は
、
ず
っ
と
以
前
か

ら
会
話
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い

知
ら
さ
れ
た
の
で
す
。
会
話
だ
と
思
っ
て

口
に
し
て
い
た
言
葉
は
、
一
方
的
な
指
示

や
禁
止
の
言
葉
で
、
家
の
中
は
毎
日
そ
の

よ
う
な
言
葉
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

で
は
、
子
ど
も
と
会
話
を
す
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

「
起
き
な
さ
い
。」は「
起
き
よ
う
。」、「
こ

ぼ
さ
な
い
で
。」は「
い
い
よ
。
が
ん
ば
っ

て
食
べ
て
る
ね
。」、「
宿
題
し
な
さ
い
。」

は「
宿
題
し
よ
う
。」と
い
う
よ
う
に
、「
～

し
な
さ
い
。」は「
～
し
よ
う
。」、「
～
し
な

い
で
。」は「
い
い
よ
。」に
言
い
換
え
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
の
話
を
た
く
さ
ん
聞

き
た
い
な
ら
、
や
は
り
会
話
に
コ
ツ
が
あ

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
が
、「
あ
の
ね
、
今
日
学
校
で

ね
…
。」な
ど
と
話
し
始
め
た
ら
、「
う
ん

う
ん
。」、「
へ
え
ー
。」、「
そ
う
か
あ
。」

と
、
ひ
た
す
ら
う
な
ず
く
。
こ
ち
ら
か
ら

先
回
り
し
て
話
を
広
げ
る
必
要
は
な
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が「
お
い
し
い
。」

と
い
っ
た
ら
、「
お
い
し
い
ね
。」。「
痛
か

っ
た
ん
だ
…
。」と
い
っ
た
ら「
痛
か
っ
た

ん
だ
ね
。」と
子
ど
も
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま

く
り
返
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
は
ど

ん
ど
ん
自
分
か
ら
話
を
す
る
よ
う
に
な

る
、
と
い
う
の
で
す
。
も
っ
と
早
く
知
り

た
か
っ
た
！

シ
ー
ン
と
し
た
我
が
家
の
リ
ビ
ン
グ
を

思
い
出
し
、
息
子
た
ち
に
悪
か
っ
た
な

あ
、
と
反
省
。
も
っ
と
会
話
を
引
き
出
し

て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
…
。
で

も
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
子
ど
も
は
子
ど
も
。「
め
ん
ど

く
せ
ー
。」が
口
ぐ
せ
の
長
男
に「
め
ん
ど

く
さ
い
ね
。」と
答
え
て
あ
げ
よ
う
、
と
考

え
た
ら
、
な
ん
だ
か
楽
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

青少年の声かけあいさつ運動の推進
『大人も子どももすすんであいさつをしよう』
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道の駅　つる

営業時間　9時～ 17時30分
申込・問合先　道の駅つる
　　　　　　　☎（43）1110
　　　　　　　都留市大原８８
http://www.1000nentsuru.com

で
き
ご
と

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

10
月
29
日（
月
）禾
生
第
二
小
学
校
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
装
い
で
来
店

し
て
く
れ
ま
し
た
。
直
売
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
用

意
し
た
お
菓
子
を
一
人
一
人
に
配
っ
た
り
、
つ
る

ビ
ー
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
な
ど
、
み
な
さ
ん
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
満
喫
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
４
日（
日
）に「
道
の
駅
つ
る
２
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
」を

開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続

き
、
神
楽
演
舞

や
新
米
お
に
ぎ

り
の
振
舞
い
、

琴
の
音
会
に
よ

る
セ
ピ
ア
色
演

奏
、
川
魚
放
流

掴
み
取
り
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
お
勝
手
場

　

レ
ス
ト
ラ
ン
お
勝
手
場
で
は
12
月
を「
平

日
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
強
化
月
間
」
と
し
て
、

日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
定
番
の
豚
丼
、
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
丼
、
角
煮
定
食
の
他
に
富
士
湧
水
ポ
ー

ク
や
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
平
日
お
得
な
メ

ニ
ュ
ー
を
５
１
８
円（
税
込
）で
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
お
客
さ
ま
に
感
謝
を
込
め
ま

し
て
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る

と
お
得
な
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
交
換
で
き
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

新
春
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
＆
道
の
駅
福
袋
販
売

日　

時　

１
月
６
日（
日
）９
時
～

　

昨
年
も
好
評
だ
っ
た「
新
春
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選

会
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
豪
華
景
品
を
多

数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直

売
所
に
て
福
袋
を
数
量
限
定
で
販
売
し
ま
す
。

数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
目
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

体
験
教
室（
要
予
約
）

　

道
の
駅
つ
る
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
た
教
室
以
外
に
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

正
月
リ
ー
ス
教
室

「
一
年
の
は
じ
ま
り
を
と
も
に
迎
え
る
お
正
月

リ
ー
ス
」作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

日　

時　

12
月
12
日（
水
）10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

金　

額　

１
、６
２
０
円（
税
込
）

実
践
！
商
品
開
発
！
～
都
留
新
ご
当
地
グ
ル
メ

の
開
発
リ
ー
ダ
ー
は
君
だ
！
～

　

都
留
青
年
会
議
所
主
催
の
ご
当
地
グ
ル
メ
開

発
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
４
日（
日
）に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
産
の
食
材
を

使
っ
た
新
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
を
通
じ
、
地

元
の
魅
力
の
発
見
や
商
品
開
発
の
達
成
感
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
道
の
駅
つ
る

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
販
売
開
始
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
な
ど
、
大
変
盛
況
で
し
た
。
投
票
や
審
査

の
結
果
、
上
位
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ　

都
留
餃
子�

開
発
者　

原
口
鉄
馬
さ
ん
・
林
快
聡
く
ん
・

田
中
祐
く
ん
・
市
川
連
く
ん
・
天
野
幸
司
さ
ん
・

堀
内
慎
也
さ
ん

　

富
士
湧
水
ポ
ー

ク
と
ニ
ン
ニ
ク
農

家
の
原
口
さ
ん
の

ニ
ン
ニ
ク
、
都
留

市
産
の
米
粉
を
伸

ば
し
た
皮
で
き
た
、

も
ち
も
ち
触
感
の

絶
品
餃
子
！

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

じ
ゃ
じ
ゃ
ほ
う
と
う

開
発
者　

中
野
詩
子
さ
ん
・
中
野
宏
典
さ
ん
・

久
保
田
憲
さ
ん
・  

平
井
譲
さ
ん
・
武
藤
孝
典
さ
ん

　

山
梨
名
物
ほ
う

と
う
を
富
士
湧
水

ポ
ー
ク
や
自
然
薯

を
使
っ
た
じ
ゃ

じ
ゃ
麺
風
に
大
胆

ア
レ
ン
ジ
！

ア
イ
デ
ア
賞　

山
梨
ぜ
い
た
く
プ
レ
ー
ト

開
発
者　

黒
澤
駿
さ
ん
・
小
浦
ひ
か
り
さ
ん
・

渡
辺
碧
さ
ん
・
中
村
吉
秀
さ
ん

　

市
内
で
カ
フ
ェ

を
運
営
す
るcafé 

sow
ers

の
チ
ー
ム

が
考
え
た
山
梨
と

都
留
市
を
表
現
し

た
、
ぜ
い
た
く
な

プ
レ
ー
ト
料
理
！

直
売
所

竜
王
戦
の
駒
の
展
示

　

市
内
在
住
の
遠
藤
正
巳
さ
ん
が
作
っ
た
将
棋

の
駒
が
、
第
31
期
竜
王
戦
七
番
勝
負
第
３
局
で

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
遠
藤

さ
ん
が
製
作
し
た
将
棋
の
駒
を
道
の
駅
つ
る
の

直
売
所
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

水
掛
菜

　

今
年
も
市
の
名
産「
水
掛
菜
」の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し

た
。
去
年

よ
り
早
い
出

荷
で
、
大
き

さ
も
去
年
に

比
べ
る
と
大

き
い
よ
う
で

す
。
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
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健康

づくり　
Ｖｏｌ

.20

温活始めてみませんか？
温活とは、

「体を芯から温め、基礎体温を適切な体温まで上げる活動」です。
自分の平熱を知っていますか？
大人では 36 ～ 37度と言われています。
しかし、最近では 35度代という低体温の人が増えています。
冷えの原因は運動不足やストレス、冷たい食べ物、疲労などです。

体温が低いことで起こる体への影響は？

血の流れが悪くなって、
腰痛や肩こり、むくみなどの
不調が出てきます。

免疫力が低下して
風邪などの感染症
にかかりやすくな
ります。
体温が 1度下がる
と免疫力が 30％
低下するといわれ
ています。

代謝が悪くなるため脂肪がつき
やすく、痩せにくくなります。
体温が低いとダイエットもなか
なか効果が出にくくなります。

～温活の方法～

○早寝早起きを習慣にして体内リズムを整える

○質の良い睡眠　
　・布団に入って 7時間は眠れるといいですね

○筋肉は最大の熱を作る器官です
　・特に人体最大の筋肉がある足を鍛える
　・�散歩やスクワットは足の筋肉を鍛えるのに
       効果的です

○39 ～ 40 度のお風呂にゆっくりつかる

○首元、手首、足首、お腹や腰を温める服装　
　・例えばレッグウォーマーや腹巻などが効果的

○体を温める食べ物を積極的にとる
　・根菜や色の濃い野菜、
　　冬に旬を迎える食べ物　
　　小松菜、かぼちゃ、大根など

温活レシピ
ぽかぽかホットジンジャー
①�カップにすりおろした生姜と蜂蜜を

お好みの量入れる。※チューブの生
姜でも OK

②お湯を注ぐ。

相談・問合先　健康子育て課　☎（46）5113次回のテーマは『血糖について』

これで出来上がり！
生姜は生で食べるよりも加熱することによっ
て、体を温める効果が高まります。ぜひ一度お
試しください！

これからますます寒さが厳し
くなり、風邪やインフルエン
ザが本格的に流行する季節に
なっていきます。
手洗い・うがいやマスクの着
用などの予防のほか、基礎
体温をあげる温活に取り組
み、元気に冬を過ごしましょ
う！！
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もっと。
ずっと。

元気

居
場
所
開
催

　

市
内
全
域
か
ら
の
参
加
可
能
な
地
域
の

住
民
や
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

身
近
な
高
齢
者
の
居
場
所
で
す
。

禾
生
地
区「
さ
な
え
会
」

日　

程　

12
月
４
、
18
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内 

以
為
芭
笑

参
加
費　

 

１
カ
月
３
０
０
円

開
地
地
区「
集
寺（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）」

日　

程　

12
月
14
、
21
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

下
谷
地
区「
恵
会
」

日　

程　

　

12
月
４ 

、
11
、
18
日（
火
）

　

12
月
６ 

、
13
、
20
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

寿
町　

小
俣
宅

参
加
費　

１
カ
月
５
０
０
円（
お
茶
代
）

問
合
先
　
☎（
43
）２
９
６
５

認
知
症
カ
フ
ェ

　

本
人
と
家
族
が
く
つ
ろ
い
だ
り
、
情
報

交
換
を
す
る
場
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

12
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会　

認
知
症
カ
フ
ェ

日　

時　

12
月
16
日（
日
）14
時
～
16
時

場　

所　

都
留
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
46
）５
１
１
７

問合先　長寿介護課
　　　　地域包括支援センター
　　　　☎（46）５１１４

物
忘
れ
相
談

　

最
近
、
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
方
や
家

族
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

相
談
方
法　

面
談（
１
日
４
名
ま
で
）

相
談
員　

医
療
法
人
回
生
堂
病
院

　
　
　
　

伊
藤
千
恵
医
師
、

　
　
　
　

社
会
福
祉
士
な
ど

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に
守
ら

れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
学
習
会

　（
仮
）よ
り
あ
い
勉
強
会

　
市
で
は
少
子
高
齢
社
会
を
地
域
で
支
え

合
う
活
動
を
広
め
る
た
め
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
地
域
ご
と
の
協

議
体
を
創
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
、
都
留
市
や
地
域
の
こ

と
を
知
る
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　

時　

12
月
10
日（
月
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留　

2
階

問
合
先

　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

《参加された方の声》

●�取材当日は、保健師
に よ る 健 康 講 話 を
行ったほか、健康ポ
イント手帳を発行し
ました。

～居場所の紹介～　「仲良倶楽部」
平成30年5月に住民の方が中心となり作られました。
月1回、宮原自治会館にて活動中！！
交流会、脳トレーニング、健康講話など行っています。

・�健康づくりについて見聞きする事で普段自分がやって
いることがいいことなのか確認できる。

いつまでも元気でいられるための
『運動・食事・社会参加』の大切さについて学びました。

・�みんなからいろいろな話を聞けて自分もやってみようかなと思う。
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膝を守る「楽ひざ体操」！　（中京大学 教授 種田行男監修）

高
齢
者
生
活
状
況
調
査
報
告

今
回
の
テ
ー
マ　
「
ひ
ざ
痛
」

　
１
月
に
実
施
し
た
生
活
状
況
調
査
の
結

果
、「
ひ
ざ
に
痛
み
が
あ
る
方
」
の
割
合
は

男
性
が
24
・
３
％
、
女
性
が
34
・
９
％
で

女
性
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
年
前
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
新
た

に
「
ひ
ざ
痛
」
が
出
て
き
た
人
は
、
約
５
人

に
１
人
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
ひ
ざ
痛
発
生
の
要
因
と

し
て
、
１
週
間
の
身
体
活
動
時
間
と
肥
満

度
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
身
体
活
動
時
間
が
１
週
間
で
１
５
０

分
未
満
の
方
は
１
５
０
分
以
上
の
方
よ
り

も
ひ
ざ
痛
の
発
生
率
が
高
く
、
ま
た
肥
満

も
し
く
は
肥
満
傾
向
に
あ
る
方
は
正
常
体

重
の
方
よ
り
も
発
生
率
が
高
い
と
い
う
結

果
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、「
ひ
ざ
痛
」
の
原
因
と

し
て
は
「
運
動
不
足
」
と
「
肥
満
も
し
く
は

肥
満
傾
向
で
あ
る
こ
と
」
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。「
ひ
ざ
痛
」
が
生
じ
た
場
合
、

立
つ
こ
と
や
歩
く
こ
と
が
大
変
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ひ
ざ
に
痛
み
が
あ
る
の
た
め

に
動
か
な
く
な
る
こ
と
で
足
の
筋
力
が
低

下
し
、
ま
す
ま
す
外
出
が
お
っ
く
う
に
な

り
、
閉
じ
こ
も
り
に
な
り
、
生
活
に
支
障

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ひ
ざ
痛
の
予
防
を
す
る
こ
と
が
大
切
と
な

り
ま
す
。

ひ
ざ
痛
を
予
防
し
よ
う
！

予
防
の
た
め
に
次
の
２
点
が
重
要
で
す
。

①
身
体
活
動
を
高
め
る
こ
と　

　

�　

身
体
活
動
を
高
め
る
こ
と
は
足
の
力

を
高
め
る
こ
と
や
、
柔
軟
性
を
つ
け
る

こ
と
と
な
り
、
ひ
ざ
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
筋

力
や
柔
軟
性
が
向
上
す
る
運
動
を
行
う

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
運
動
と
し
て

は
、
自
宅
で
の
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
水
中
運
動
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
ま
め
に
自
分
に
あ
っ
た
方
法

で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

②
肥
満
に
な
ら
な
い
こ
と

　

�　

運
動
す
る
と
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

増
し
、
体
重
減
少
に
つ
な
が
り
、
肥
満

を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
肥
満
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
食
べ
す
ぎ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
１
日
に
必
要
な
栄
養
は
き
ち
ん
と

と
り
、
腹
八
分
目
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
や
望
ま
し
い
食
生
活
は
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
自
身
が
興
味

を
持
っ
て
楽
し
く
で
き
る
運
動
を
見
つ

け
、
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
ひ
ざ
痛
に
対
す
る

予
防
・
改
善
策
と
し
て
「
楽
ひ
ざ
体
操
」
も

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

資
料
提
供　

人
間
総
合
科
学
大
学

　
　
　
　
　

講
師　

佐
藤
慎
一
郎

①ぶらブラ５０回

　～膝まわりの筋肉のはたらきをよくします～

・�膝の下にクッ
ションなどを
入れる
・�足が床につか
ないように
・�リズミカルに
左右交互

②かちコチ５秒

　～太ももの筋肉を強くします～

・�イスに浅く腰
かける
・�伸ばした脚の
足首を起こす
・�太ももにぐっ
と力を入れる

③ぎゅギューッと 10 秒

　～太ももの筋肉を伸ばします～

・�イスに深く腰
かける
・�背中は後ろに
もたれ、足首を
両手で抱える
・�背中を丸め、
胸に膝をつける

④チョイまげ 10 回

　～膝まわりの筋肉を強くします～
・�手は腰に当て、
肩幅に足を開く
・�膝を軽く曲げ
る
・�上半身はまっ
すぐ、前に倒さ
ない
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お知らせ

月

＆ 募集

Information

12
お
知
ら
せ

「
第
70
回
人
権
週
間
」の
お
知

ら
せ

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週
間

を「
人
権
週
間
」と
定
め
、
人
権
の
尊
重

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
23
年
の
国
際
連
合
総
会
に
お
い

て
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
毎
年
12
月
10
日
を「
人
権

デ
ー
（H

um
an Rights D

ay
）」と
し
て
、

今
年
は
70
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標『
み
ん

な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ

う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ

よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～
』な
ど
の

強
調
事
項
を
掲
げ
啓
発
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
、
特
に

手
続
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

　

☎（
22
）０
７
９
９

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民

運
動

12
月
１
日（
土
）～
31
日（
月
）

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

乗
せ
る
の
は 

き
み
の
宝
か
ぞ
く
と 

そ
の
未あ
し
た来

重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②�

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
上
向
き
ラ
イ
ト

活
用
の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

③�

高
齢
者
と
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

都
留
文
科
大
学
で
は
有
期
雇
用

（
賃
金
）職
員
を
募
集
し
ま
す

　

大
学
事
務
局
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口

業
務
、
施
設
管
理
な
ど
の
業
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

雇
用
条
件

○�

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

○�

都
留
文
科
大
学
有
期
雇
用（
賃
金
）職

員
と
し
て
の
服
務
規
律
を
厳
守
で
き

る
方

賃　

金　

時
間
給
８
２
０
円
～
（
通
勤

に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は
、
通
勤
距
離

片
道
２
km
以
上
で
支
給
）

雇
用
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で　

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
可
能（
満

65
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の

末
日
を
超
え
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
）

有
給
休
暇　

有
り

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
、

ま
た
は
９
時
30
分
～
18
時
15
分

１
日
の
実
働
時
間　

７
時
間
45
分

社
会
保
険
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚
生

年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の
各
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入

申
込
手
続
き　

平
成
31
年
１
月
15
日

（
火
）
17
時
ま
で
に
、
履
歴
書（
写
真
貼

付
）を
総
務
課
庶
務
人
事
担
当
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
様
式
は
都
留
文

科
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
可
。
た
だ
し
、
そ
の
際
は
、
封

筒
に「
有
期
雇
用
職
員
申
込
」と
朱
書
き

し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
具
体
的
な
職
務
経
歴
の

内
容
な
ど
と
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
選
考
の
際
に
使
用
し
ま

学
生
ア
パ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
へ

　

都
留
文
科
大
学
平
成
31
年
度
新
入
生

を
対
象
と
し
た
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
者

を
募
集
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

平
成
31
年
１
月
15
日（
火
）ま
で

申
込
方
法　

都
留
文
科
大
学 

学
生
課 

学

生
担
当
窓
口
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、
空
き
部
屋
数
、
男
女
の
別
、
家
賃

な
ど
の
入
居
条
件
を
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
が
手
元
に
あ
る
方
は
、
そ
の

申
込
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

都
留
文
科
大
学 

学
生

課 

学
生
担
当　

☎（
43
）４
３
４
１

大
月
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

飲
酒
運
転
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。

　

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
12
月
１
日
か

ら
１
月
31
日
ま
で
、「
飲
酒
運
転
し
な

い
・
さ
せ
な
い
山
梨
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

ド
ラ

イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
仲
間
、

酒
類
提
供
者
な
ど
が
飲
酒
運
転
の
恐
ろ

し
さ
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、
飲
酒

運
転
を
社
会
か
ら
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　

山
梨
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
飲
酒
運

転
防
止
啓
発
ド
ラ
マ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
都
留
市
は
つ
ら
つ
鶴
寿
大
学
』

平
成
31
年
度（
第
52
期
）学
生

募
集
と
一
日
体
験
入
学
の
お

知
ら
せ

　

は
つ
ら
つ
鶴
寿
大
学
は
、
健
康
で
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
鶴
寿
を
目
指
し
、
学

び
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
地
域
活

性
化
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
方

を
育
て
る
た
め
に
、
市
が
開
校
し
た
市

民
の
た
め
の
大
学
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健

康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
日
体
験
入
学
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

入
学
資
格　

市
内
在
住
者
で
概
ね
60
歳

以
上
の
方

学
習
内
容　

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
・

歴
史
・
趣
味
の
講
座
、
現
地
視
察
研
修
、

各
種
行
事
等
を
年
間
20
回
ほ
ど
行
う
予

定
で
す
。

修
業
年
限　

３
年
間（
修
了
者
に
は
学
士

証
を
授
与
）

学
習
費
な
ど

　

年
額　

１
、０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
講
座
、
研
修
及
び
運
営
内
容
に
よ
り

別
途
実
費
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

募
集
人
員　

40
名

募
集
期
間　

12
月
11
日（
火
）～
３
月
８

日（
金
）ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◎
一
日
体
験
入
学（
参
加
費
無
料　

事
前

申
し
込
み
）

日　

時　

１
月
11
日（
金
）10
時
～
11
時

30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

４
階
大
ホ
ー
ル

締
切
日　

１
月
６
日（
日
）

申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館（
ま
ち
づ

く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）　

　

☎（
43
）１
４
５
１

　

年
末
の
こ
の
時
期
は
、
交
通
量
の
増

加
や
道
路
の
混
雑
、
心
理
的
な
慌
た
だ

し
さ
、
飲
酒
の
機
会
の
増
大
な
ど
で
、

交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
飲
酒
運
転
は
、
厳
罰
で
す
。
酔
っ

て
い
な
い
か
ら
…
そ
の
安
易
な
判
断
が
事

故
を
招
き
、
免
許
取
消
、
賠
償
責
任
、
失

業
解
雇
、
家
庭
崩
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
で
協
力
し
て「
し
な
い
！
さ
せ
な

い
！
飲
酒
運
転
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
先　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

す
。
な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書

な
ど
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
選
考（
１
次
選
考
）と

面
接
選
考（
２
次
選
考
）に
よ
り
ま
す
。

○�

面
接
選
考（
２
次
選
考
）は
、
１
次
選

考
で
選
考
さ
れ
た
方
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。（
日
程
は
２
月
初
旬
頃
を
予

定
。
１
次
選
考
で
選
考
さ
れ
た
方
に

別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。）

○�

最
終
選
考
の
結
果
は
、
面
接
を
受
け

た
方
に
連
絡
し
ま
す
。

問
合
先　

〒
４
０
２
―
８
５
５
５

都
留
市
田
原
３
―
８
―
１

公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大
学 

総
務
課 

庶
務
人
事
担
当

　

☎（
43
）４
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）４
３
４
７　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

syom
u@
tsuru.ac.jp
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『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す

訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
地
域
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
！

　

東
京
の
西
側
に
点
在
し
、
ア
ク
セ
ス

的
に
も
便
利
な
エ
リ
ア
で
あ
る
八
王
子

市
、
あ
き
る
野
市
、
相
模
原
市
、
大
月

市
、
都
留
市
の
５
市
は
、
日
本
の
豊
か

な
自
然
、
伝
統
や
歴
史
・
文
化
が
東
京

か
ら
身
近
に
体
験
出
来
る
エ
リ
ア
で
あ

り
、
そ
の
魅
力
を
訪
日
外
国
人
に
も
広

く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ⅰ

Ｄ
Ｅ
」
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、

そ
の
魅
力
を
紹
介

す
る
動
画
投
稿
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
31
年
１
月
28
日（
月
）ま
で

※
受
賞
作
品
の
発
表
は
平
成
31
年
２
月

下
旬
を
予
定

応
募
テ
ー
マ　

５
市
の
訪
日
外
国
人
旅

行
者
誘
客
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
れ
ば

テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
５
市
い
ず
れ
か
で
撮
影
さ
れ
た
素
材

を
使
っ
て
動
画
作
品
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い（
ア
ニ
メ
・
Ｃ
Ｇ
も
可
）。

応
募
条
件　

応
募
時
点
で
八
王
子
市
、

あ
き
る
野
市
、
相
模
原
市
、
大
月
市
、

都
留
市
に
在
住
、
在
勤
の
方
、
も
し
く

は
同
市
内
の
大
学
、
専
門
学
校
に
就
学

し
て
い
る
学
生
、
留
学
生
。

賞　

品

金
賞
１
作
品

　

ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
10
万
円
分

銀
賞
１
作
品

　

ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
５
万
円
分

県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

助
成
対
象
者（
①
、
②
に
該
当
）

①
障
害
の
程
度

　

・
身
体
障
害
者
手
帳（
１
、２
級
）

　

・
療
育
手
帳（
Ａ
の
い
ず
れ
か
）

　

・�

戦
傷
病
者
手
帳（
特
別
、
第
１
、２
項
症
）

②�

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
措

置（
県
内
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
が
助
成

対
象
で
す
。）

受
付
期
間　

平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）

～
２
月
８
日（
金
）※
郵
送
の
場
合
は
２

月
８
日（
金
）消
印
有
効

受
付
会
場
及
び
日
時

県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　

１
月
７
日（
月
）、
24
日（
木
）

上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
９
日（
水
）

富
士
河
口
湖
町
役
場　

１
月
11
日（
金
）

富
士
吉
田
市
民
会
館　

１
月
16
日（
水
）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
１
月
18
日（
金
）

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
月
22
日（
火
）

各
会
場
と
も
10
時
～
15
時
ま
で

請
求
書
用
紙
の
入
手
方
法　

福
祉
課
の

窓
口
ま
た
は
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課

　

☎
０
５
５
５（
24
）９
０
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
５（
24
）９
０
３
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
！

　

就
職
や
転
職
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
自
衛
官
採
用
種
目
の
詳
細
な
ど

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
種
目　

自
衛
官
候
補
生

※
制
度
改
正
に
よ
り
、
満
33
歳
未
満
ま

で
の
応
募
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
選
考
に
よ
り
、
２
年（
海
・
空
１
任
期

目
は
３
年
）を
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
ま

す
。
任
期
後
は
、
継
続
ま
た
は
昇
任
試

験
合
格
後
、
定
年
ま
で
の
勤
務
の
選
択

が
可
能
で
す
。
任
期
満
了
後
は
、
雇
用

協
会
を
通
じ
て
１
０
０
％
の
就
職
援
護

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

試
験
日 　

詳
し
く
は
大
月
地
域
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査
、
口
述
試
験

問
合
先　

大
月
地
域
事
務
所

　

☎（
22
）１
２
９
８

狩
猟
免
許
試
験
及
び
予
備
講

習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

第
２
回
狩
猟
免
許
試
験

開
催
日

　

平
成
31
年
１
月
23
日（
水
）、
24
日（
木
）

場　

所　

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
リ

バ
ー
ス
和
戸
館

　
（
甲
府
市
川
田
町
５
１
７
番
地
）

受
講
料　

５
、２
０
０
円

申
請
期
間　

　

11
月
１
日（
木
）～
12
月
12
日（
水
）

問
合
先　

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務

所
森
づ
く
り
推
進
課　

　

☎（
45
）７
８
１
２

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

開
催
日　

12
月
22
日（
土
）

場　

所　

恩
賜
林
記
念
館
２
階
大
会
議
室

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
５
―
４
）

受
講
料　

６
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申
請
期
間　

　

11
月
１
日（
木
）〜
12
月
12
日（
水
）

問
合
先　

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
猟
友

会
事
務
局

　

☎
０
５
５（
２
３
２
）１
８
６
９

銅
賞
１
作
品

　

ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
３
万
円
分

特
別
賞
５
作
品

　

特
産
品
を
選
定
１
万
円
相
当

※
受
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て
、
５
市
か

ら
公
式
に
受
賞
を
発
表
！

審
査
員　

ま
る
や
ま 

も
え
る（
映
像
作

家
・
演
出
家
・
ラ
イ
タ
ー
）

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

高
尾
山
・
リ
ニ
ア
広
域
観
光

拠
点
地
区
連
絡
会TO

KYO
 W
ESTSID

E

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

Ｅ
メ
ー
ル　

tokyow
estside@

jtbcom
.co.jp

U
RL　

https://tokyow
estside.com

イ
ベ
ン
ト

つ
る
観
光
研
究
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　
「
第
４
回
つ
る
観
光
研
究
会
」を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
熱
海
市
で
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
を
行
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

atam
ista

代
表
理
事
の
市
来
広
一
郎
さ

ん
を
招
き
、「
熱
海
が
い
か
に
し
て
活
気

を
取
り
戻
し
た
の
か
」を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
新
型
観

光
の
ア
イ
デ
ア
を
具
体
的
な
も
の
変
え

て
い
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
な
ど
で
配

布
の
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
９
日（
日
）13
時
～

会　

場　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
合
先　

産
業
課
農
林
振
興
担
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

都
留
事
務
所
就
業
者
の
募
集

　

原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
業
務

①
植
木
・
草
刈
・
草
取
り

就
業
場
所　

都
留
市
内（
公
共
・
企
業
・

住
宅
な
ど
）

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

②
資
源
物
分
別
・
産
業
廃
棄
物
仕
分

就
業
場
所　

ま
る
た
の
森
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
大
月
市
初
狩
）

就
業
時
間　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
16
時

③
介
護
施
設
利
用
者
送
迎
車
運
転
手

就
業
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
10
時
30
分
、　

　
　
　
　
　

16
時
～
18
時

※
募
集
人
員
・
賃
金
な
ど
、
詳
し
い
内

容
は
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
（
公
社
）
東
部
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー 

都
留
事
務
所

　

☎（
45
）３
５
０
０

介
護
老
人
保
健
施
設「
つ
る
」

臨
時
職
員
募
集

　

介
護
老
人
保
健
施
設「
つ
る
」で
は
、
臨

時
職
員
と
し
て
介
護
福
祉
士
ま
た
は
介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
取
得
者
）を
募
集
し
ま
す
。

時　

給

◎
介
護
福
祉
士

　

１
、０
０
０
円
～
１
、３
０
０
円

◎�

介
護
職
員
初
任
者
研
修
終
了
者

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取
得
者
）

　

９
０
０
円
～
９
５
０
円

基
本
勤
務
時
間　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分（
１
日
７
時
間
45
分
、
週
38
時
間
45
分
）

福
利
厚
生　

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
の

加
入
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
有
給

休
暇（
最
大
年
10
日
な
ど
）

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
期
限　

12
月
14
日（
金
）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
立
病
院
事
務
局 

庶
務
担
当

　

☎（
45
）１
８
１
１（
代
）
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講
座
・
教
室

消費生活相談 くらしの豆知識
そ
れ
、
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）や
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架

空
請
求
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
に
記
載
の
電
話
番
号
に
連
絡
・
支
払
い
を
す
る
前
に
、

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

富
士
山
の
日
フ
ェ
ア

　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
月
23
日（
土
）の
富
士
山
の
日
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
富
士
山
の
日
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
南
館
の
入
館
料
が
無
料
に
な

り
、
入
館
者
全
員
へ
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
ほ
か
、
お
子
さ
ま
か
ら
大
人
の
方
ま
で

幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
け
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
飲
食
や

雑
貨
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
楽
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日　

時　

平
成
31
年
２
月
23
日（
土
）

　

８
時
30
分
～
17
時（
最
終
入
館
16
時
30
分
）

場　

所    

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
―
１
）

内　

容　

○
南
館
入
館
料
無
料

○�

南
館
入
館
者
全
員
へ
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
進
呈
な
ど

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
時
間
は
内
容

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
い
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
５（
72
）０
２
５
９

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士
山
あ
て

年
賀
状
～
作
品
大
募
集
！

　

美
し
い
富
士
山
を
守
り
、
未
来
へ
ひ

き
つ
い
で
い
く
た
め
に
。
富
士
山
あ
て

の
年
賀
状
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
31
年
１
月
20
日（
日
）

※
消
印
有
効

ぴ
ゅ
あ
富
士

都
留
で
つ
な
が
る
国
際
交
流
ト
ー
ク

　

都
留
文
科
大
学
の
留
学
生
と
交
流
し
、

日
本
と
外
国
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
や

関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

12
月
26
日（
水
）10
時
～
12
時

定　

員　

20
名（
受
講
料
無
料
）

冬
休
み
こ
ど
も
書
道
教
室

開
催
日　

12
月
27
日（
木
）、

　
　
　
　

平
成
31
年
１
月
６
日（
日
）

時　

間　

10
時
～
11
時
30
分（
硬
筆
）

　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分（
毛
筆
）

受
講
料　

１
回
３
０
０
円

持
ち
物　

　

○
硬
筆　

�

鉛
筆
、
書
初
め
用
の
練
習

用
紙　

　

○
毛
筆　

�

書
道
道
具
一
式（
墨
汁
、
半

紙
40
枚
程
度
、
新
聞
紙
）

対　

象　

小
学
生

共
通
申
込
・
問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６

も
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
い

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
で
は
、
季

節
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
や
紙
芝

居
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
、
自
然
に
親
し

む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

開
始
30
分

前
か
ら
折
り
紙
教
室
も
行
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
16
日（
日
）10
時
30
分
～

11
時
30
分

場　

所　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

本
館
１
階
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

　

※
対
象
年
齢
以
外
も
参
加
可
能

参
加
費　

無
料

問
合
先　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

環
境
教
育
・
交
流
部 

教
育
・
情
報
担
当

　

☎
０
５
５
５（
72
）６
２
０
３

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
資
格
は
持
っ
て
い

る
が
実
際
に
木
の
伐
り
方
が
わ
か
ら
な

い
」、「
木
は
伐
っ
た
こ
と
あ
る
が
思
っ

た
方
向
に
倒
れ
て
く
れ
な
い
」な
ど
、
森

の
整
備
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
の
た
め
の
講
習
会
を
南
都
留
森
林
組

合
が
開
催
し
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
た
森
づ
く
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
学

べ
ま
す
。
講
習
は
３
日
間
の
キ
ャ
ン
プ

形
式
で
行
い
ま
す
が
、
自
宅
か
ら
通
い

た
い
と
い
う
方
は
昼
間
だ
け
の
受
講
も

可
能
で
す
。

日　

時　

12
月
26
日（
水
）～
28
日（
金
）

　
（
初
日
は
９
時
開
始
）

応
募
規
定　

○
年
賀
状
と
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
こ
と

○�

富
士
山
の
イ
ラ
ス
ト
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

○
応
募
作
品
は
１
人
１
点
の
み

○�

郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の

用
紙
を
使
用
す
る
こ
と

○�

画
材
や
画
法
は
自
由
だ
が
、
平
面
な

作
品
に
限
る

○
応
募
者
本
人
が
著
作
権
を
所
有
す
る
こ
と

○�

は
が
き
の
あ
て
名
面
に
①
氏
名
②
年

齢（
学
校
名
、
学
年
）③
住
所
④
電
話

番
号
⑤
募
集
を
知
っ
た
経
緯
を
記
載

す
る
こ
と

　

そ
の
他
、
審
査
や
発
表
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー　

富
士
山
へ
謹
賀
新
年
係

〒
４
０
１
ー
０
３
０
１

　

富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
―
1

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

　

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
業
務
の
中
で

撮
影
し
た
、
美
し
い
富
士
山
や
北
麓
の

風
景
、
動
植
物
な
ど
の
写
真
を
展
示
し

ま
す
。
富
士
山
の
価
値
と
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
巡
回
中
に
発
見
し
た

問
題
な
ど
、
富
士
山
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
外
の

人
々
に
富
士
山
の
環
境
保
全
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

実
施
期
間
及
び
会
場

○�

12
月
15
日（
土
）～
平
成
31
年
１
月
14

日（
月
・
祝
）　

御
殿
場
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
樹
空
の
森

○�

平
成
31
年
２
月
19
日（
火
）
～
26
日

（
火
）　

山
梨
県
庁
防
災
新
館

○�

平
成
31
年
２
月
18
日（
月
）～
３
月
15

日（
金
）　

富
士
河
口
湖
町
役
場　

共
通
問
合
先

　

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
５（
20
）９
２
２
９

場　

所　

宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

内　

容　

森
の
見
立
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
取
り
扱
い
、
刃
の
目
立
て
、
様
々
な

伐
倒
、
倒
木
処
理
な
ど

対　

象　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
特
別
教
育

を
修
了
さ
れ
て
い
る
方

定　

員　

10
名

参
加
費　

３
５
、０
０
０
円（
受
講
料
、

宿
泊
費
、
食
費
、
保
険
料
込
み
）

※
宿
泊
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は

２
０
、０
０
０
円

協　

力　

都
留
市
観
光
振
興
公
社

問
合
先　

南
都
留
森
林
組
合　

竹
田

　

☎（
43
）７
４
５
５　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）６
９
８
２

Ｅ
メ
ー
ル　

m
inam

isinkum
i@cc.wakwak.com

（イメージ）

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
消
費
者
庁
よ

り
）

※
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ

で
の
通
知
は
突
然
届

き
ま
す
。
心
配
な
と

き
は
、
お
早
め
に
お

住
ま
い
の
自
治
体
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
１
８
８
）

問
合
先
・
相
談
窓
口

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

　

☎（
46
）０
１
７
０
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暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

「
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
で
披
露
で
き
る
や
さ
し

い
マ
ジ
ッ
ク
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

12
月
14
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
交
流
室

対　

象　

市
民
一
般

講　

師　

マ
ジ
シ
ャ
ン 

相
川
ゼ
ロ
さ
ん

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

ト
ラ
ン
プ
一
式（
見
学
だ
け
の

参
加
も
可
能
で
す
）

定　

員　

15
名
程
度（
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
）

お
正
月
飾
り
作
り

　

手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
正
月
飾
り

で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

12
月
21
日（
金
）13
時
30
分
～

15
時
30
分

場　

所　

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
交
流
室

対　

象　

市
民
一
般

講　

師　

佐
藤
袈
裟
江
さ
ん

参
加
費　

材
料
費
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　

各
自
飾
り
た
い
も
の（
藁
、

松
、
水
引
な
ど
は
用
意
し
ま
す
）

定　

員　

20
名（
事
前
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

受
付
期
間　

12
月
４
日（
火
）～
12
月
16

日（
日
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

都留市消防署調べ（　）はその日

都留市の気象
平成30年10月 平成29年10月 10 年間

の平均

最高気温（1）
32.3℃

（3）
28.5℃

 
29.8℃

最低気温（22）
4.9℃

（31）
2.3℃ 4.5℃

平均気温 15.7℃ 14.3℃ 15.3℃

降水日数 1.0㎜以上
7日

1.0㎜以上
16日

1.0㎜以上
8.5日

降 水 量 45.0㎜ 572.5㎜ 202.6㎜

平均湿度 78％ 80％ 75％

今年も残りわずかに
なってきたね！
みんなけがや病気に気
をつけて、良い年を迎
えようね！

義援金について
市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間は次の
とおりとなります。
熊本地震災害義援金　　平成31年3月31日まで
東日本大震災義援金　　平成31年3月31日まで
義援金受付場所
　市役所、いきいきプラザ都留、各地域コミュニティセンター、まちづく
り交流センター、市立病院、都留文科大学において窓口を設置しており
ます。また、このほかの災害についても義援金を随時、受け付けており
ます。詳細は市ホームページをご確認ください。

園
芸
教
室
～
ミ
ニ
門
松
作
り
～

講
習
日　

12
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

時　

間　

９
時
～
17
時

受
講
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

作
業
着
、
軍
手
、
園
芸
用
は

さ
み
、
筆
記
用
具
、
昼
食

定　

員　

10
名

※
５
名
未
満
の
場
合
は
中
止

締　

切　

12
月
10
日（
月
）

問
合
先　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　

☎
０
５
５
５（ 

22
）５
２
１
４

ＣＡＴＶ都留のイマドキ
いけいけ！つるビー探偵団

「公共交通編」
12月の放送予定

12 月17 日（月）～ 12 月30 日（日）
①12：30 ～　②17：30 ～　③20：30~

YouTube でも公開中！
「いけいけ！つるビー探偵団」で検索！

制作：地域環境課

ズ
ン
バ
教
室

　

ス
タ
ジ
オ
内
に
て「
ズ
ン
バ
教
室
」を

実
施
し
ま
す
。
簡
単
な
ダ
ン
ス
で
楽
し

く
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
！
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日　

時　

12
月
12
日（
水
）16
時
～
17
時

定　

員　

20
名（
要
予
約
）

参
加
料　

４
０
０
円

講　

師　

米
澤
は
る
か（
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ビ
ス
㈱
ズ
ン
バ
指
導
員
）

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

幼
児
・
小
学
生
対
象
短
期
集
中

ス
ポ
ー
ツ
・
走
り
方
教
室

　

３
日
間
で
短
期
集
中
キ
ッ
ズ
ジ
ュ
ニ

ア
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
１
日
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
段
階
的
に
上
達
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
お
子
様
の
競
技
力
向
上
・

苦
手
克
服
に
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
26
日（
水
）～
28
日（
金
）

　

走
り
方
教
室

　
　

幼
児
の
部　
　

10
時
～
11
時

　
　

小
学
生
の
部　

11
時
～
12
時

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　

幼
児
の
部　
　

13
時
～
14
時

　
　

小
学
生
の
部　

14
時
～
15
時

定　

員　

各
10
名

参
加
料　

１
、２
０
０
円

講　

師　

江
口　

祐
太（
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ビ
ス
㈱
指
導
員
）

※
参
加
料
の
ほ
か
利
用
料
金
が
発
生
し

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
健
康
ジ
ム
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
通
問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

家
庭
で
飾
る
た
め
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

12
月
27
日（
木
）13
時
30
分
～

15
時
30
分

※
次
回
は
３
月
14
日（
木
）に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室
１

対　

象　

市
民
一
般

講　

師　

芳
野
豊
子
さ
ん

持
ち
物　

花
バ
サ
ミ
・
新
聞
紙
・
雑
巾
・

持
ち
帰
り
用
の
箱（
菓
子
箱
な
ど
）

参
加
費　

１
、５
０
０
円（
花
・
花
器
代
）

定　

員　

20
名（
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

受
付
期
間　

12
月
７
日（
金
）
～
22
日

（
土
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

共
通
申
込
・
問
合
先

　

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）１
３
２
２

※
月
曜
日
・
祝
日（
振
替
休
日
含
む
）は

休
館
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市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

菅谷鈴
り ん か

夏さんが１日消防長を務めました！
　

11
月
10
日（
土
）、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り

で
お
姫
さ
ま
役
に
選
ば
れ
た
菅
谷
鈴
夏
さ
ん

が
１
日
消
防
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

菅
谷
さ
ん
は
、
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た

後
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
宝

保
育
所
の
園
児
や
女
性
消
防
団
、
都
留
市
消

防
団
、
都
留
危
険
物
安
全
協
会
の
方
と
一
緒

に
防
火
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

市内養豚農家の森嶋光男さんが山日ＹＢＳ農業賞を受賞しました！

バレエの全国大会で小俣山
わ さ び

葵さんが優勝＆3位入賞！
　

11
月
7
日（
水
）、
市
役
所
に
て
バ
レ
エ
の

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
小
俣

山
葵
さ
ん（
都
留
二
中
・Ballet Brevis

所

属
）の
結
果
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
俣
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
た
大
会

東
京
サ
マ
ー
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
生
Ⅰ
部
門　

 

１
位

ワ
ー
ル
ド
ド
リ
ー
ム
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

中
学
生
の
部　
　

３
位

　

な
お
小
俣
さ
ん
は
ワ
ー
ル
ド
ド
リ
ー
ム
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
入
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の「
ジ
ョ
フ
リ
ー
バ
レ
エ
シ
カ
ゴ
」へ

短
期
留
学
を
行
う
そ
う
で
す
。

　

報
告
会
の
な
か
で
小
俣
さ
ん
は「
今
回
の

受
賞
や
短
期
留
学
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
方

に
自
分
の
名
前
が
広
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
俣
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！　

　

11
月
16
日（
金
）、
市
役
所
に
て「
山
日
Ｙ

Ｂ
Ｓ
農
業
賞
」の
奨
励
賞
と
審
査
員
特
別
賞
を

受
賞
さ
れ
た
、
加
畑
地
区
で
養
豚
業
を
営
む

森
嶋
光
男
さ
ん
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
先
進
的
な
農
業
経
営
を
行
う

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
養
豚
の

先
進
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
最
先
端

技
術
を
導
入
し
、
育
種
改
良
し
た
独
自
ブ
ラ

ン
ド
の
高
品
質
な
豚
肉「
富
士
湧
水
ポ
ー
ク
」

を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
、
販
売
店
と
有
利

な
条
件
で
契
約
し
経
営
を
安
定
さ
せ
る
、
小

規
模
家
族
経
営
の
農
家
の
見
本
と
な
る
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
嶋
さ
ん
の
養
豚
場
で
は
現
在
2

名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
将
来
的
な
養

豚
業
の
後
継
者
と
な
り
、
市
の
特
産
品
と
し

て「
富
士
湧
水
ポ
ー
ク
」を
普
及
さ
せ
る
た
め

の
活
動
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、「
富
士
湧
水
ポ
ー
ク
」は
道
の
駅
つ

る
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご

賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
午
後
か
ら

は
、
カ
イ
ン
ズ
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
都
留

店
で
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
と
救

急
車
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
の
啓
発
活
動

と
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

園児たちが元気よく「火遊びしません。」「お父さ

ん、寝たばこしないでね。」と呼びかけました。
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市内野球チーム「桂倶楽部」が野球教室を開催しました！
　

11
月
11
日（
日
）、
住
吉
球
場
に
て
創
部

１
０
０
年
を
超
え
る
市
内
野
球
チ
ー
ム「
桂
倶

楽
部
」（
鈴
木
信
行
監
督
）が
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
野
球
の
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
楽
し
さ
・
面
白
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
桂
倶
楽
部
部
長
の
杉
山

肇
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
い
い

経
験
に
な
る
と
思
う
。
今
よ
り
野
球
を
好
き

に
な
っ
て
、
今
後
も
野
球
を
続
け
て
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
。」と
今
回
の
教
室
に
か
け
る
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
優
し

く
教
え
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
。」、「
教
わ

っ
た
こ
と
を
練
習
や
試
合
で
試
し
た
い
。」と

の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

10
月
30
日（
火
）、
市
役
所
に
て「
都
留
リ

ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
市
内
の
学
校
に
通
う

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
都
留
市
を

よ
り
よ
い
環
境
に
し
て
い
く
た
め
、「
熟
議
」

し
、
社
会
参
画
を
促
し
、
自
治
的
な
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

７
回
目
の
今
回
は「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
都

留
市
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に
、　

３
つ
の
グ
ル

ー
プ
で
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
野
生
動
物
と
ふ
れ
合
え
る
場
所
」、「
自
然

や
歴
史
を
い
か
し
た
名
所
」、「
自
然
素
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
」な
ど
、
自
由
な
発
想
で
多

く
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
普
段

で
き
な
い
交
流
が
で
き
、
ま
た
、
生
ま
れ
育

っ
た
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｈ30.11.1 現在
　男　 15,024 人  （－15）
　女　 15,692 人  （＋18）
　計　 30,716 人  （＋３）
世帯数 13,145 世帯（＋５)
※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は
　○健康で明るいまちにいたします。
　○自然を愛し、美しいまちをつくります。
　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章12月の納税

都留リーダーサミットが開催されました！

じょいつる市場を開催しました！
　

11
月
11
日（
日
）、
大
手
通
り（
裁
判
所
前

の
通
り
）に
て「
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
」「
み
ん

な
が
つ
る
を
楽
し
む
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
マ

ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト「
じ
ょ
い
つ
る
市
場
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
回
目
と
な
る
今
回
も
飲
食
店
を
は
じ
め

様
々
な
お
店
が
24
店
舗
出
店
し
、
お
よ
そ

１
、５
０
０
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
都
留
文
科
大
学
の
学
生
が
考
え
た

「
Ｔ
Ｆ
Ｐ（
つ
る
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
）」を
谷
村

第
一
小
学
校
校
庭
で
行
い
、
多
く
の
子
供
た

ち
で
賑
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ン

ド
演
奏
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
介護保険料（第６期）
後期高齢者医療保険料（第６期）
12月は 12月25日（火）ま
でに納付してください。
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昭和36年（1961）

平成30年（2018）

約57年。
両時代の時間経過は、

ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
人
も
ま
た
、

変
わ
り
ま
す
。
過
ぎ
去
り
し
日
の
写
真
と
、

現
在
の
写
真
を
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
が
、
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第100回「鍛冶屋坂」

都留市役所開庁日のご案内
　月曜日～金曜日
　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）
　水曜日は市民課・税務課のみ
　　19：00まで開庁

　

こ
の
写
真
は
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
写

さ
れ
た
も
の
で
、
上
谷
か
ら
道
志
へ
の
入
り

口
で
あ
る
、
上
天
神
町
の
鍛
冶
屋
坂
隧
道
入

口
の
坂
道
を
通
る
葬
列
を
写
し
た
一
枚
で
す
。

　

こ
の
写
真
の
撮
影
さ
れ
た
頃
の
鍛
冶
屋
坂

で
は
、
天
神
社
近
く
の
公
園
で
馬
の
市
が
立

ち
、
馬
を
買
い
求
め
る
人
が
集
ま
っ
た
と
い

わ
れ
、
鍛
冶
屋
坂
の
両
側
に
蹄
鉄
を
つ
く
る

鍛
冶
屋
が
集
ま
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
建
久
４（
１
１
９
３
）年
５

月
、
源
頼
朝
が
富
士
の
巻
狩
り
の
際
、
鍛
冶

屋
七
郎
左
右
門
が
鏃（
や
じ
り
）を
数
百
本
納

め
、
納
め
た
鏃
の
切
れ
味
が
類
い
ま
れ
な
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
希
代
」の
姓
を

賜
り
、
そ
の
地
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら
鍛
冶

屋
坂
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
い
て
、
こ
ん
な
に
も

違
う
私
た
ち
の
身
近
な
風
景
。
時
間
の
流
れ

を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

広報つるを
スマホへ配信！

今すぐアプリを
ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

ミュージアム都留企画展

『魂の造形
―日本刀　名刀と名作に学ぶ日本の心―』
は平成 31 年１月 14 日（月）ま

で開催を予定しています。

詳細は 22 ページをご覧くださ

い。
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東桂・上谷・中谷（中央1～2）

◎家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、冷凍庫、衣類乾燥機）及びパソ
コンは、法律によりごみステーションに出すなど捨てることは一切禁止されています。また、まるた
の森クリ－ンセンターへの持ち込みもできません。引き取りは電気製品販売店や専門業者に！

不
燃
ご
み

①境・鹿留・桂町

②夏狩・十日市場
上谷四丁目・田原一～二丁目

③田原三～四丁目
上谷五～六丁目（含む区域外）

④中央一～二丁目
上谷一～三丁目・川棚

収集
地区

収集
地区

収集
地区

収集
地区

粗大ごみステーションがない地区は、直接クリーンセンターに持ち込んでください。

地区名 収集場所 収集日

東　桂

境・桂町 12月３日（月）

古渡 12月11日（火）

蒼竜峡団地 12月17日（月）

下夏狩 12月18日（火）

上　谷 下天神町・
旭ヶ丘・川棚 12月４日（火）

中　谷 横町・仲町 12月10日（月）

粗 大 ご み

不燃ごみ ①収集
地区

不燃ごみ ④収集
地区

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

新聞・雑誌・段ボール

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ 可燃ごみ

新聞・雑誌・段ボール不燃ごみ ②収集
地区

不燃ごみ ③収集
地区

可燃ごみ

まるたの森 クリ－ンセンター
（大月都留広域事務組合）
ごみの受け入れ
☎（ 2 0） 2 6 5 1

可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（月曜日～金曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：45　13：00 ～ 15：45
粗大ごみ（毎月第2・4回目の土曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：30
一般家庭を対象にした
　可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（毎月第3回目の日曜日）

9：00 ～ 11：30

注：ごみの収集なし（1月 3日まで）

　

29

５
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：法能・古川渡４
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

３
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

６ 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴７ 交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟８
ひびきの会の読み聞かせ
　【14：00 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

９ 10 11
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
　いきいきプラザ都留

湯：玉川・宿・門前 12
東桂健康クラス会
　クリスマス会
　詳細は広報24ページ掲載

湯：下大幡 13

農地転用許可申請受付期限（7日～）

交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：下小野 14 交：老人ｸﾗﾌﾞ歌謡

湯：上大幡 15

16 交：老ｸ囲碁・将棋 17 18
４カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：田町 19
７カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留
第２回市民公開講座
　 詳細は文大地域交流セン
ターまで　☎（43）4341

湯：上町 20
谷村地域協働のまちづくり
　夢実現広場「正月の生け花」
　詳細は広報24ページ掲載

交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：羽根子 22

こぶたの会の
「ワクワク」おはなし会
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

23
天皇誕生日

24
振替休日

26

交：三世代交流室の予定　湯：温泉施設利用クラブです　問合先：都留市社会福祉協議会 ☎（46）5115

無　料　相　談
法律相談（要予約）
　と　き　５日（水）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター１階会議室
特設人権相談（高齢者や障がい者の人権問題）
　と　き　５日（水）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター１階会議室
行政・人権相談
　と　き　20日（木）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
結婚相談
　と　き　月曜日10時～正午（祝日は除く）
　ところ　いきいきプラザ都留
消費生活相談
　と　き　毎週火、木（休・祝日除く）
　　　　　９時～16時（12時～13時除く）
　ところ　市民課窓口もしくは電話

上記総合問合先　市民課☎（46）0170

人権擁護委員によるいじめ相談電話
　と　き　毎日18時～ 21時
　☎（43）3451（餌取）
　☎（43）6048（谷内）
行政相談電話
　☎（43）6761（加藤）
　☎（45）0417（天野） 
　☎（43）4435（三枝） 
税の無料相談（要予約・前日の午前中まで）
　と　き　12日（水）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
　東京地方税理士会 大月支部事務局
　☎0555（22）8481（10時～ 16時）
心配ごと相談（簡裁法律相談・要予約）
　と　き　７日、21日
　　　　　各金曜日　13時～ 16時
　ところ　いきいきプラザ都留
　都留市社会福祉協議会　☎（46）5115　

発行・都留市役所　編集・総務課 法制広報担当　☎（43）1111（内線）401

ごみ及び再資源化物は朝８時までに指定された日に、決められたステーションに出してください。

平成30年12月市民カレンダー

ラインより　目を見て話す　大切さ

都一中　尾形拓夢

あぶないよ　その一言で　たすかるいのち　　

禾二小　小池澄空

平成30年12月市民カレンダー
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21
こぐまクラブの
「こぐまのちいさなおはなし会」
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：楽山

『芭蕉 月待ちの湯』休み

１
ムササビ観察会
　 詳細は文大地域交流セン
ターまで　☎（43）4341

２ 交：老ｸ囲碁・将棋

27 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡 28

１日２回放送（放送時間は 13：30 ～、19：00 ～）
※放送内容・時間を変更することもあります。
問合先　都留市テレビ利用者組合　☎（43）2542

12 月 29 日（土）・30日（日）・31日（月）

『市民第九演奏会 2018』

30 １月１

元日
元旦マラソン

１月３１月２

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

　12 月の放送予定

②芭蕉　月待ちの湯　ビンゴ大会
実施日　12月 22日（土）15時～
　　　　※ 15時に参加可能なお客様
　先着 50名様にビンゴカード配布。参加費無料。
　※ 50名様なくなり次第、配布終了となります。
③クリスマスイベントの館内装飾期間
期　間　11月 27日（火）～ 12月 24日（月・祝）

『芭蕉 月待ちの湯』休み

月待ちの湯イベント情報！
①柚湯イベント
源泉槽に、柚

ゆず
※を入れて『柚湯』を実施致します。

※使用する柚の内容が変わる場合があります。
実施日　12月２、９、16、23、30日（日）
　　　　　　   22日（土）の計６日間
時　間　10時～ 21時

『芭蕉 月待ちの湯』休み

年末年始の営業時間
12 月 29 日（土）～ 1月 3日（木）は営業しています。
温浴施設　10時～ 21時
※最終入館　20 時 30 分
食堂施設　11時～ 16時
※最終注文　15 時 30 分
※ 1月 4日（金）より通常営業となります。

31

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み『健康ジム』休み 『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み『健康ジム』休み
『道の駅つる』休み 『道の駅つる』休み『道の駅つる』休み『道の駅つる』休み

『健康ジム』休み



地区名 収集場所 収集日

中　谷
下　谷

横町・城北町・長者町・田町
弁天町・深田・新明町・仲町
鷹之巣・羽根子・姥沢
雇用促進住宅・幸町

12月10日（月）

禾　生
四日市場・月見ヶ丘・井倉
九鬼・九鬼団地・田野倉団地
古川渡・サンタウン井倉

12月11日（火）

開　地
菅野・上下細野・大津
上中下小野・緑町・権現原団地
熊井戸・熊井戸団地

12月17日（月）

三　吉
住吉町・日の出町・引の田
上下戸沢・サンタウン玉川
中野団地

12月18日（火）

宝 高畑・上大幡・中津森
平栗・厚原・加畑 12月29日（土）

盛　里
日影・日向・上手・馬場
久保・神門・大平
曽雌・朝日団地

12月25日（火）

粗 大 ご み

粗大ごみステーションがない地区は、直接クリーンセンターに持ち込んでください。

不
燃
ご
み

① 中央3～ 4丁目・つる 1～ 4丁目
下谷1～ 4丁目

② 三吉・開地・四日市場（瀬中）

③
宝・羽根子・つる 5丁目
四日市場（除く瀬中）・月見ヶ丘
古川渡（四日市場より禾生歩道橋まで）

④ 小形山・田野倉・九鬼・盛里
川茂・井倉・古川渡

収集
地区

収集
地区

収集
地区

収集
地区

まるたの森 クリ－ンセンター
（大月都留広域事務組合）
ごみの受け入れ
☎（ 2 0） 2 6 5 1

可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（月曜日～金曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：45　13：00 ～ 15：45
粗大ごみ（毎月第2・4回目の土曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：30
一般家庭を対象にした
　可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（毎月第3回目の日曜日）

9：00 ～ 11：30

◎家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、冷凍庫、衣類乾燥機）及びパソ
コンは、法律によりごみステーションに出すなど捨てることは一切禁止されています。また、まるた
の森クリ－ンセンターへの持ち込みもできません。引き取りは電気製品販売店や専門業者に！

中谷（つる1～4・中央 3～4）
下谷・三吉・開地・宝・禾生・盛里

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル 新聞・雑誌・段ボール

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

不燃ごみ ①収集
地区

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

可燃ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

不燃ごみ ③収集
地区不燃ごみ　　④収集

地区

不燃ごみ ②収集
地区

新聞・雑誌・段ボール

可燃ごみ

注：ごみの収集なし（1月 3日まで）

　

29

５
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：法能・古川渡４
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

３
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

６ 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴７ 交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟８
ひびきの会の読み聞かせ
　【14：00 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

９ 10 11
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
　いきいきプラザ都留

湯：玉川・宿・門前 12
東桂健康クラス会
　クリスマス会
　詳細は広報24ページ掲載

湯：下大幡 13

農地転用許可申請受付期限（7日～）

交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：下小野 14 交：老人ｸﾗﾌﾞ歌謡

湯：上大幡 15

16 交：老ｸ囲碁・将棋 17 18
４カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：田町 19
７カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留
第２回市民公開講座
　 詳細は文大地域交流セン
ターまで　☎（43）4341

湯：上町 20
谷村地域協働のまちづくり
　夢実現広場「正月の生け花」
　詳細は広報24ページ掲載

交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：羽根子 22

こぶたの会の
「ワクワク」おはなし会
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

23
天皇誕生日

24
振替休日

26

交：三世代交流室の予定　湯：温泉施設利用クラブです　問合先：都留市社会福祉協議会 ☎（46）5115

無　料　相　談
法律相談（要予約）
　と　き　５日（水）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター１階会議室
特設人権相談（高齢者や障がい者の人権問題）
　と　き　５日（水）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター１階会議室
行政・人権相談
　と　き　20日（木）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
結婚相談
　と　き　月曜日10時～正午（祝日は除く）
　ところ　いきいきプラザ都留
消費生活相談
　と　き　毎週火、木（休・祝日除く）
　　　　　９時～16時（12時～13時除く）
　ところ　市民課窓口もしくは電話

上記総合問合先　市民課☎（46）0170

人権擁護委員によるいじめ相談電話
　と　き　毎日18時～ 21時
　☎（43）3451（餌取）
　☎（43）6048（谷内）
行政相談電話
　☎（43）6761（加藤）
　☎（45）0417（天野） 
　☎（43）4435（三枝） 
税の無料相談（要予約・前日の午前中まで）
　と　き　12日（水）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
　東京地方税理士会 大月支部事務局
　☎0555（22）8481（10時～ 16時）
心配ごと相談（簡裁法律相談・要予約）
　と　き　７日、21日
　　　　　各金曜日　13時～ 16時
　ところ　いきいきプラザ都留
　都留市社会福祉協議会　☎（46）5115　

発行・都留市役所　編集・総務課 法制広報担当　☎（43）1111（内線）401

ごみ及び再資源化物は朝８時までに指定された日に、決められたステーションに出してください。

平成30年12月市民カレンダー

ラインより　目を見て話す　大切さ

都一中　尾形拓夢

あぶないよ　その一言で　たすかるいのち　　

禾二小　小池澄空

平成30年12月市民カレンダー
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21
こぐまクラブの
「こぐまのちいさなおはなし会」
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：楽山

『芭蕉 月待ちの湯』休み

１
ムササビ観察会
　 詳細は文大地域交流セン
ターまで　☎（43）4341

２ 交：老ｸ囲碁・将棋

27 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡 28

１日２回放送（放送時間は 13：30 ～、19：00 ～）
※放送内容・時間を変更することもあります。
問合先　都留市テレビ利用者組合　☎（43）2542

12 月 29 日（土）・30日（日）・31日（月）

『市民第九演奏会 2018』

30 １月１

元日
元旦マラソン

１月３１月２

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

　12 月の放送予定

②芭蕉　月待ちの湯　ビンゴ大会
実施日　12月 22日（土）15時～
　　　　※ 15時に参加可能なお客様
　先着 50名様にビンゴカード配布。参加費無料。
　※ 50名様なくなり次第、配布終了となります。
③クリスマスイベントの館内装飾期間
期　間　11月 27日（火）～ 12月 24日（月・祝）

『芭蕉 月待ちの湯』休み

月待ちの湯イベント情報！
①柚湯イベント
源泉槽に、柚

ゆず
※を入れて『柚湯』を実施致します。

※使用する柚の内容が変わる場合があります。
実施日　12月２、９、16、23、30日（日）
　　　　　　   22日（土）の計６日間
時　間　10時～ 21時

『芭蕉 月待ちの湯』休み

年末年始の営業時間
12 月 29 日（土）～ 1月 3日（木）は営業しています。
温浴施設　10時～ 21時
※最終入館　20 時 30 分
食堂施設　11時～ 16時
※最終注文　15 時 30 分
※ 1月 4日（金）より通常営業となります。
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『健康ジム』休み

『健康ジム』休み『健康ジム』休み 『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み『健康ジム』休み
『道の駅つる』休み 『道の駅つる』休み『道の駅つる』休み『道の駅つる』休み

『健康ジム』休み




